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3１ 

は
じ
め
に

第
一
章
日
銀
創
設
と
手
形
決
済
制
度
を
め
ぐ
る
対
抗

第
二
章
明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
と
預
金
銀
行
主
義
的
再
編
（
以
上
四
五
巻
四
号
）

第
三
章
短
期
金
融
市
場
の
勃
興
と
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
（
以
上
四
六
巻
一
号
）

第
四
章
日
本
に
お
け
る
手
形
割
引
市
場
の
形
成

一
阪
神
紡
織
手
形
割
引
市
場
の
確
立

二
大
仮
・
神
戸
・
京
都
・
名
古
屋
割
引
「
市
場
」
の
織
造
ｌ
『
経
済
便
覧
』
「
無
担
保
手
形
表
」
分
析

ａ
「
無
担
保
手
形
表
」
堀
懐
観

ｂ
綿
業
無
担
保
手
形

ｃ
織
辮
初
関
係
無
担
保
手
形
（
以
上
四
六
巻
・
二
・
三
合
併
号
）

．
非
繊
維
無
担
保
手
形

ｅ
砂
糖
手
形
と
貿
易
手
形

三
手
形
割
引
市
場
の
形
成
と
「
商
業
」
金
融
の
展
開
（
以
上
本
号
）

（
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）

成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
論
理
と
構
造
（
下
．
そ
の
三

露
見
誠
良



3２ 

大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
一
一
一
都
に
お
け
る
無
担
保
手
形
割
引
の
う
ち
繊
維
関
係
手
形
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
。
と
く
に
京
都
は
常
に

八
割
か
ら
九
割
に
達
し
、
繊
維
関
係
以
外
の
手
形
で
目
を
ひ
く
の
は
、
諸
紙
手
形
お
よ
び
四
四
年
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
電
気
・
鬮
燈
・
電

車
手
形
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
阪
・
名
古
屋
で
は
、
五
割
か
ら
六
割
は
繊
維
以
外
の
多
様
な
手
形
か
ら
な
っ
て
い
る
。
新

興
都
市
名
古
屋
に
お
い
て
は
、
繊
維
以
外
の
め
ぼ
し
い
手
形
の
ほ
と
ん
ど
が
拡
大
基
調
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
伝
統
あ
る
商
都
大
阪
で

曙
そ
の
内
部
構
成
の
う
ち
に
盛
衰
の
な
が
れ
を
ょ
ふ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
ま
ず
三
○
年
代
前
半
の
大
阪
割
引
「
市
場
」
に

お
い
て
大
き
な
比
重
を
誇
り
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
の
市
場
の
拡
大
と
は
裏
腹
に
衰
退
あ
る
い
は
停
滞
し
て
い
っ
た
諸
手
形
、
つ
づ
い
て

大
阪
・
名
古
屋
・
京
都
に
お
け
る
新
た
な
成
長
手
形
に
触
れ
、
市
場
形
成
の
方
向
を
見
定
め
よ
う
・

形
成
途
上
の
大
阪
手
形
割
引
「
市
場
」
の
な
か
で
、
多
く
の
成
長
手
形
に
ま
じ
っ
て
、
は
っ
き
り
衰
退
基
調
を
示
す
の
は
、
輸
送
関

係
手
形
で
あ
る
（
第
躯
表
）
。
鉄
道
、
運
送
、
船
主
、
造
船
手
形
は
、
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
直
後
の
時
期
に
お
い
て
は
、
紡
織
に
つ
づ
く

二
位
三
位
の
座
を
争
う
有
力
な
手
形
で
あ
っ
た
が
、
四
○
年
に
か
け
て
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
姿
を
消
す
。
鉄
道
は
一
一
一
五
年
、
一
一
一
八
年
に
急

減
し
、
運
送
も
つ
づ
く
四
一
一
年
に
激
減
し
、
か
つ
て
の
影
響
力
を
失
う
。
こ
の
激
し
い
没
落
は
、
四
○
年
に
断
行
さ
れ
た
鉄
道
国
有
化

の
反
映
と
思
わ
れ
る
。
紡
織
手
形
に
迫
る
信
用
力
と
規
模
を
誇
っ
た
鉄
道
・
運
送
手
形
は
、
国
家
独
占
の
支
配
力
強
化
仁
の
承
こ
ま
れ
、

形
成
途
上
に
あ
る
割
引
市
場
は
そ
の
構
築
の
柱
と
な
る
推
進
軸
を
失
う
。
こ
う
し
た
な
か
で
造
船
手
形
も
停
滞
を
つ
づ
け
る
が
、
こ
れ

は
一
一
一
八
年
以
降
神
戸
が
算
入
さ
れ
て
い
な
い
点
が
考
慰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鉄
道
、
運
送
、
船
主
、
造
船
か
ら
な
る
輸
送
関
係

手
形
が
無
担
保
手
形
割
引
残
高
に
占
め
る
割
合
は
、
一
一
一
五
年
の
二
割
三
分
か
ら
大
正
三
年
に
は
実
に
二
分
へ
と
急
落
し
て
ゆ
く
。

鉄
道
手
形
を
中
心
と
す
る
第
一
の
激
減
グ
ル
ー
プ
に
つ
づ
い
て
皮
革
、
酒
・
醤
油
・
塩
・
酢
お
よ
び
石
灰
・
煉
瓦
・
セ
メ
ン
ト
な

第
四
章
二
大
阪
・
神

ｄ
非
繊
維
無
担
保
手
形

大
阪
。
神
戸
・
京
都
・
名
古
屋
割
引
「
市
場
」
の
構
造
（
つ
づ
き
）
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第32表大阪における繊維関係無担保手形割引の推移（１）（－月） （千円）

蕪垣孫李形

〆
卜
灰
瓦

セ
ン
石
煉

輸送
四品
合計

酒・酢
・醤油
・塩

全体に占め
る割合％造船｜船主｜鉄道｜運送 皮革

輸送四品

覇
－
１
「

２
６
 

５
５
 

32415891 
劉競｜
’’ 

明治△34年
３５ 

△３６ 

３７ 

391 

2,,.i 
ml1 

Hil 
1i1 
7,J, 

ｉｆ］ 

ｉＭＩ 
３
２
１
 

1,541 

９ 

５７６ 

〃
？
７

負
〉
Ｑ
）
⑥
凸

21.9 

23.3 

12.7 

1８ 

382 5６ 

Ｉ
ｊ
４
寸
創
０
－
Ⅱ
ｄ
Ｉ
３
ｌ
９
】
－
訓
４
１
尺
「
剖
剴
－
．
『
刮
凱
ｌ

虹
妬
妬
必
虹
幻
弱
記
銘
弱

鍋
釣
如
虹
哩
⑬
処
妬
２
３

149 184 1,260 

1,260 

1,247 

1，７３ 

２，２５ 

１，７２ 

４
３
５
２
１
２
 

３
６
４
０
８
５
 

８
４
８
６
６
２
 

3４ 

５
４
２
２
２
５
１
 

●
■
０
Ｄ
Ｃ
●
●
 

９
９
６
４
７
４
１
 

660 ２２９ 5６ 

８４ 129 217 

8６ 255 

雛
２１４ 

386 060 197 

325 865 366 

184 247146 

1:；|：； 
1,41,ｍ 

290 478 
｢1 

L｣ 

480 347 1.8 

14 

２．１ 

大正 440 369 285 

499 382 714 530 

商業興信所「経済便覧無』「担保手形表」より作成，明治三四年は「大阪銀行通
信録』第四一号より，△印は神戸を含む年次。四二年まで一月末，四三年から一
月二五日現在｡

ど
伝
統
産
業
の
振
り
出
す
諸
手
形
が
、
第
二
の
停
滞
グ

ル
ー
プ
を
か
た
ち
づ
く
る
。
こ
れ
ら
の
手
形
は
、
三
五

年
当
時
無
視
し
え
な
い
規
模
を
も
ち
中
堅
の
地
位
に
あ

っ
た
が
、
そ
れ
以
降
漸
減
あ
る
い
は
停
滞
を
つ
づ
け

る
。
た
だ
大
正
一
一
年
か
ら
一
一
一
年
に
か
け
て
三
五
年
の
水

準
を
大
き
く
う
わ
ま
わ
る
膨
張
を
そ
ろ
っ
て
承
せ
る
。

そ
れ
は
四
○
年
を
画
期
と
す
る
市
場
形
成
の
う
ね
り
が

わ
ず
か
な
が
ら
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
も
及
ん
だ
こ
と
を
示

す
。大
阪
に
お
い
て
手
形
割
引
の
市
場
形
成
を
お
し
す
す

め
る
非
繊
維
の
主
要
な
成
長
手
形
と
し
て
八
品
目
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
主
要
八
品
手
形
は
、
そ
の

成
長
の
型
か
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
貿
易
、
砂
糖
、
和
洋
紙
、

肥
料
、
諸
油
の
五
手
形
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
電

気
・
ガ
ス
関
係
、
鉄
工
・
機
械
関
係
、
化
学
関
係
の
諸

手
形
か
ら
な
る
（
第
鍋
表
）
。

第
一
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
五
つ
の
手
形
は
、
三
○
年
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規
模
を
も
つ
に
至
る
。

代
後
半
急
成
長
を
と
げ
、
四
○
年
代
初
頭
ピ
ー
ク
を
達
成
し
た
あ
と
、
そ
ろ
っ
て
停
滞
軌
道
へ
転
換
す
る
。
三
○
年
代
後
半
、
と
く
に

一
一
一
九
年
か
ら
の
急
成
長
は
驚
く
ぺ
き
も
の
が
あ
る
。
三
五
年
か
ら
四
一
年
ま
で
六
年
間
に
五
倍
、
三
九
年
か
ら
四
一
年
ま
で
の
一
一
年
間

に
実
に
三
倍
と
い
う
飛
躍
を
遂
げ
、
四
○
年
代
初
頭
に
は
、
貿
易
は
一
一
一
一
○
万
、
肥
料
、
砂
糖
、
和
洋
紙
は
一
一
一
○
万
、
諸
油
手
形
が

一
二
○
万
円
の
水
準
を
こ
え
、
拡
大
す
る
大
阪
手
形
割
引
「
市
場
」
の
周
辺
部
を
支
え
る
中
堅
手
形
と
な
る
。
こ
う
し
た
急
成
長
も
四

○
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
ピ
ー
ク
に
達
し
た
あ
と
活
力
を
喪
失
す
る
。
と
く
に
四
二
年
以
降
の
諸
油
手
形
、
四
五
年
以
降
の
貿
易
手

形
は
ま
さ
し
く
霧
散
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
肥
料
、
和
洋
紙
、
砂
糖
手
形
は
、
四
三
、
四
年
に
砂
糖
が
大
き
く
お
ち
こ
む
が
、
ほ
ぼ

百
万
か
ら
二
百
万
円
の
あ
い
だ
を
高
原
状
に
推
移
す
る
。

成
長
手
形
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
が
活
力
を
弱
め
る
四
○
年
代
に
そ
れ
を
う
め
る
よ
う
に
拡
大
を
開
始
す
る
重

化
学
関
連
諸
手
形
か
ら
な
る
。
そ
れ
は
、
電
気
・
電
燈
・
電
車
・
ガ
ス
な
ど
の
電
気
・
ガ
ス
手
形
と
、
薬
品
・
染
料
・
硝
子
・
ゴ
ム
な

ど
か
ら
な
る
化
学
関
連
手
形
お
よ
び
銅
・
鉄
・
金
物
・
鉄
エ
・
機
械
な
ど
か
ら
な
る
金
属
・
機
械
諸
手
形
を
三
本
の
柱
と
す
る
。
そ
の

典
型
的
な
姿
は
、
電
気
。
ガ
ス
手
形
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
四
○
年
に
登
場
し
、
急
成
長
を
と
げ
六
年
後
の
大
正
二
年
に
は
二
五
○
万

円
に
達
す
る
。
四
四
年
ま
で
停
滞
の
う
ち
沈
ん
で
い
た
化
学
関
連
手
形
も
、
そ
の
後
急
速
な
拡
大
を
と
げ
る
。
そ
の
主
柱
は
藍
・
染
料

手
形
で
あ
り
そ
の
他
ゴ
ム
・
ア
ル
カ
リ
・
セ
ル
ロ
イ
ド
な
ど
多
く
の
手
形
が
登
場
・
拡
大
し
て
ゆ
く
。
金
属
・
機
械
手
形
は
、
四
一
年

ま
で
急
膨
張
し
、
そ
の
後
停
滞
し
て
い
る
点
で
、
貿
易
な
ど
の
成
長
手
形
の
第
一
グ
ル
ー
プ
と
共
通
の
．
〈
タ
ー
ン
を
も
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
停
滞
状
態
を
ぬ
け
だ
し
再
び
上
向
運
動
を
は
じ
め
る
点
で
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の
成
長
・
ハ
タ
ー
ソ
を
も
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
拡

大
に
よ
っ
て
、
電
気
・
ガ
ス
と
化
学
と
金
属
・
機
械
か
ら
な
る
三
つ
の
重
化
学
関
係
手
形
は
、
大
戦
直
前
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
百
万
円
の

表
の
最
後
尾
に
無
担
保
手
形
全
体
に
占
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
比
重
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
阪
に
お
け
る
手
形



3６ 
割
引
市
場
形
成
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
融
恐
慌
直
後
の
一
一
一
五
年
に
は
、
繊
維
関
係
主
要
八
品
手
形
三
割
一
一

分
、
輸
送
関
係
四
品
手
形
二
割
三
分
、
非
繊
維
主
要
八
品
手
形
二
割
一
分
を
占
め
、
以
上
の
二
○
品
目
の
手
形
全
体
で
無
担
保
手
形
総

体
の
七
割
五
分
を
お
お
う
。
こ
の
大
阪
割
引
「
市
場
」
の
三
木
の
柱
の
ひ
と
つ
を
な
し
て
い
た
輸
送
関
係
手
形
が
金
融
恐
慌
後
、
急
速

に
収
縮
し
て
ゆ
く
。
》
」
の
空
白
を
う
め
る
よ
う
に
、
貿
易
・
肥
料
・
砂
糖
・
和
洋
紙
・
諸
油
か
ら
な
る
非
繊
維
の
五
品
手
形
が
急
成
長

を
開
始
す
る
。
そ
の
成
長
ぶ
り
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
成
長
手
形
で
あ
る
織
物
六
品
手
形
を
う
わ
ま
わ
る
力
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
Ｃ
三
五
年
に
は
、
と
も
に
一
割
三
分
を
占
め
て
い
た
が
、
市
場
形
成
の
第
一
の
う
ね
り
の
ピ
ー
ク
の
四
○
年
か
ら
四
三
年
に
は
、
織

物
六
品
手
形
が
平
均
二
割
を
占
め
た
の
に
対
し
、
非
繊
維
五
品
手
形
は
二
割
四
分
と
四
分
う
わ
ま
わ
る
。
こ
の
非
繊
維
の
五
品
手
形
に

重
化
学
関
連
三
品
手
形
を
加
え
た
非
繊
維
八
品
手
形
は
、
一
一
一
五
年
に
は
二
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
成
長
を
へ
た
四
○
年
代
初
頭
に

は
一
一
一
割
水
準
に
到
達
し
、
綿
花
・
綿
糸
手
形
と
織
物
六
品
手
形
を
含
む
繊
維
関
係
八
品
手
形
の
座
を
脅
か
す
。
一
一
一
五
年
に
は
一
一
割
と
一
一
一

割
と
、
一
割
の
開
き
を
も
っ
て
い
た
が
、
四
○
年
に
は
三
割
一
分
と
あ
い
な
ら
び
、
四
一
年
に
は
つ
い
に
非
繊
維
関
係
八
品
手
形
は
繊

維
八
品
手
形
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
織
物
関
係
手
形
は
一
一
一
八
年
か
ら
の
拡
大
基
調
に
あ
っ
た
が
、
紡
績
手
形
の

季
節
変
動
が
規
則
性
を
と
り
も
ど
し
、
そ
の
ボ
ト
ム
が
下
降
し
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、
逆
転
劇
が
生
れ
た
に
し
て
も
、
こ
の
繊
維
以
外
の

そ
の
他
手
形
の
飛
躍
的
な
膨
張
は
注
目
に
値
す
る
。

三
○
年
代
後
半
、
大
阪
割
引
「
市
場
」
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
上
方
へ
牽
引
し
て
い
っ
た
貿
易
・
砂
糖
・
肥
料
・
和
洋
紙
。
諸
油
な
ど

の
そ
の
他
五
品
手
形
も
、
四
○
年
初
頭
ピ
ー
ク
に
達
す
る
や
停
滞
軌
道
を
描
き
、
市
場
拡
大
の
牽
引
力
を
次
第
に
喪
失
し
て
ゆ
く
。
こ

の
空
白
を
う
め
る
ご
と
く
明
治
末
に
は
重
化
学
関
連
諸
手
形
が
姿
を
あ
ら
わ
し
、
次
第
に
市
場
形
成
の
表
舞
台
に
登
場
し
は
じ
め
る
。

四
一
年
繊
維
以
外
の
貿
易
・
砂
糖
な
ど
の
主
要
五
品
手
形
が
二
割
六
分
、
こ
れ
に
対
し
、
重
化
学
三
品
手
形
は
一
割
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
四
五
年
に
両
者
交
叉
し
そ
の
座
を
入
れ
か
え
る
。
し
か
し
、
》
」
の
重
化
学
諸
手
形
の
健
斗
も
成
長
を
開
始
し
て
か
ら
わ
ず
か
に
五
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年
た
ら
ず
に
す
ぎ
ず
、
非
繊
維
五
品
手
形
が
も
っ
て
い
た

牽
引
力
を
充
分
に
代
替
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
に
繊
維
以
外
の
主
要
八
品
手
形
の
比
重
は
四
四
年

以
降
二
割
台
へ
と
低
下
し
、
四
一
年
は
じ
め
て
奪
っ
た
繊

維
手
形
に
対
す
る
優
位
を
わ
ず
か
一
年
に
し
て
失
う
破
目

に
た
ち
至
っ
た
の
で
あ
る
。

一
度
は
優
位
を
失
っ
た
繊
維
関
係
八
品
手
形
は
、
四
○

年
初
頭
の
第
一
の
市
場
拡
張
の
う
ね
り
に
つ
づ
い
て
、
四

四
年
に
は
じ
ま
る
第
二
の
う
ね
り
に
の
っ
て
順
調
に
拡
大

し
つ
づ
け
、
四
四
年
に
は
従
来
の
水
準
を
大
き
く
凌
駕
し

五
割
八
分
を
占
め
る
。
こ
の
力
関
係
が
逆
転
す
る
に
は
、

四
四
年
か
ら
の
第
二
の
う
ね
り
の
頂
点
に
立
つ
重
化
学
関

連
手
形
の
市
場
形
成
が
全
面
的
に
開
花
す
る
第
一
次
大
戦

期
ま
で
ま
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

名
古
屋
手
形
割
引
「
市
場
」
に
流
通
す
る
繊
維
関
係
以

外
の
無
担
保
手
形
の
半
ば
は
、
第
鈍
表
に
掲
げ
た
人
品
目

手
形
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
大
勢
が
決
ま
る
。
大
阪
と
名
古
屋
の

非
繊
維
八
品
手
形
に
お
い
て
、
共
通
す
る
手
形
は
砂
糖
、
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和
洋
紙
、
肥
料
、
銅
・
鉄
。
機
械
お
よ
び
電
気
・
電
燈
・
電
車
・
ガ
ス
手
形
の
五
つ
で
あ
る
。
残
り
の
三
つ
は
、
大
阪
で
は
貿
易
、
諸

油
、
化
学
（
薬
品
・
ガ
ラ
ス
・
染
料
・
ゴ
ム
・
セ
ル
ロ
イ
ド
・
ア
ル
カ
リ
）
手
形
で
、
名
古
屋
で
は
木
材
・
製
材
、
鼻
緒
・
履
物
、
時

計
手
形
で
あ
る
が
、
規
模
の
点
か
ら
ふ
る
と
貿
易
手
形
と
木
材
手
形
が
両
者
を
わ
け
る
大
き
な
違
い
を
な
す
。

名
古
屋
に
お
け
る
こ
れ
ら
八
品
目
の
手
形
の
推
移
を
染
て
承
る
と
（
第
鍵
表
）
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
三
○
年
代
後
半
拡
大
し
な
が
ら
四
○
年
代
に
入
る
や
足
踏
糸
を
つ
づ
け
る
肥
料
米
穀
、
砂
糖
製
粉
、
時
計
、
和
洋

紙
手
形
か
ら
な
る
。
こ
れ
は
、
大
阪
の
成
長
第
一
グ
ル
ー
プ
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
肥
料
、
砂
糖
、
和
洋
紙
手
形
が
か
さ
な
る
。

四
○
年
代
初
頭
に
む
け
て
肥
料
、
砂
糖
、
和
洋
紙
な
ど
の
手
形
割
引
の
拡
大
は
、
大
阪
ば
か
り
で
な
く
周
辺
の
名
古
屋
に
お
い
て
も
染

ら
れ
た
が
、
そ
の
テ
ン
ポ
は
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
名
古
屋
の
こ
の
四
品
手
形
は
、
ピ
ー
ク
を
な
す
四
一
年
に
三
五
年
の
二
・
六
倍

の
拡
大
を
象
せ
た
が
、
そ
れ
は
五
倍
に
達
す
る
大
阪
の
成
長
力
の
半
分
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
電
燈
・
電
車
・
ガ
ス
、
鋼

鉄
・
機
械
、
木
材
製
材
、
鼻
緒
・
履
物
か
ら
な
る
第
二
グ
ル
ー
プ
四
品
手
形
は
、
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
後
、
第
一
次
大
戦
後
ま
で
一
二
年

間
一
貫
し
た
拡
大
を
つ
づ
け
、
低
成
長
の
第
一
グ
ル
ー
プ
に
代
っ
て
市
場
形
成
の
推
進
力
と
な
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
拡
大
に
は
屈
折

点
が
な
く
、
三
五
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
の
一
二
年
間
に
八
・
八
倍
の
膨
張
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
心
は
、
も
ち
ろ
ん
電
気
お

よ
び
機
械
な
ど
の
重
工
業
手
形
で
あ
っ
た
が
、
木
材
製
材
、
鼻
緒
履
物
な
ど
大
阪
で
は
承
ら
れ
な
か
っ
た
手
形
が
こ
の
第
二
グ
ル
ー
プ

に
属
し
て
い
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
第
二
グ
ル
ー
プ
の
優
位
ゆ
え
に
、
名
古
屋
に
お
け
る
手
形
割
引
の
市
場
形
成
は
、
大
阪
に

お
い
て
承
ら
れ
た
四
○
、
四
四
年
を
屈
折
点
と
す
る
成
長
．
〈
タ
ー
ン
は
薄
め
ら
れ
漸
進
的
な
姿
を
描
く
。
そ
の
た
め
に
、
四
○
年
大
阪

に
お
い
て
承
ら
れ
た
繊
維
主
要
手
形
に
対
す
る
非
繊
維
の
主
要
手
形
の
急
追
は
、
名
古
屋
割
引
「
市
場
」
に
お
い
て
は
承
ら
れ
な
か
っ

た
。
表
の
最
後
尾
に
示
し
た
よ
う
に
、
繊
維
関
係
五
品
手
形
が
無
担
保
手
形
全
体
の
四
割
五
分
、
非
繊
維
の
八
品
手
形
が
二
割
二
、
一
一
一

分
の
比
重
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
崩
れ
る
こ
と
ば
な
い
。
四
○
年
に
繊
維
五
品
手
形
が
突
如
二
割
四
分
に
低
下
し
た
た
め
非
繊
維
八
品
手
形
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と
近
接
し
た
比
重
を
示
す
が
》
そ
れ
は
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
》
こ
の
均
衡
が
本
格
的
に
く
ず
れ
る
の
慎
大
正
二
年
非
繊
維
の
八

品
手
形
が
四
百
万
円
、
一
一
一
割
の
水
準
へ
飛
躍
す
る
と
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
飛
躍
は
、
四
○
年
大
阪
で
承
ら
れ
た
逆
転
劇
を
演
じ
る
ほ
ど

の
力
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
名
古
屋
の
割
引
市
場
形
成
に
と
っ
て
目
を
承
は
る
現
象
で
あ
っ
た
。
繊
維
以
外
の
主
要
八
品
手
形
を

め
ぐ
る
大
阪
と
名
古
屋
の
比
は
一
一
一
九
年
末
か
ら
四
一
一
年
末
に
か
け
て
七
対
一
で
あ
っ
た
が
、
大
正
一
、
二
年
に
は
一
一
一
対
一
に
ま
で
接
近

し
て
い
る
。
こ
の
名
古
屋
に
お
け
る
四
四
年
か
ら
は
じ
ま
る
非
繊
維
手
形
の
急
速
な
迫
進
は
、
全
般
的
な
拡
大
基
調
の
な
か
で
木
材
、

鼻
緒
・
履
物
の
伸
長
と
、
と
く
に
銅
鉄
・
機
械
・
電
気
・
ガ
ス
手
形
の
急
成
長
に
強
く
依
存
す
る
。
こ
れ
ら
金
属
、
電
気
関
係
手
形
は
、

大
正
初
め
に
は
、
大
阪
で
そ
れ
ぞ
れ
一
一
百
万
円
に
達
し
、
名
古
屋
で
も
そ
の
半
ば
の
名
を
百
万
円
の
大
台
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
明

治
末
大
阪
・
名
古
屋
の
手
形
割
引
「
市
場
」
の
中
央
に
重
工
業
関
係
手
形
が
突
如
登
場
し
、
市
場
形
成
の
新
た
な
牽
引
力
を
か
た
づ
く

り
、
第
一
次
大
戦
期
へ
む
け
て
新
た
な
飛
躍
を
準
備
す
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
四
○
年
代
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
割
引
市
場
形
成
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
次
の
よ
う

に
概
括
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
西
日
本
の
金
融
中
枢
を
な
す
大
阪
ｂ
京
都
・
名
古
屋
に
お
い
て
、
四
○
年
、
四
四
年
を
画
期
と
し
て
、

紡
績
、
織
物
関
係
手
形
を
牽
引
力
と
す
る
手
形
割
引
市
場
形
成
が
飛
躍
的
に
す
す
む
。
第
一
の
四
○
年
代
初
頭
を
ピ
ー
ク
と
す
る
波
は
、

大
阪
に
お
い
て
ま
ず
紡
績
手
形
、
つ
づ
い
て
織
物
手
形
、
さ
ら
に
砂
糖
、
肥
料
、
貿
易
な
ど
多
様
な
手
形
を
く
ゑ
一
」
承
割
引
「
市
場
」

の
底
辺
を
著
し
く
お
し
ひ
ろ
げ
た
。
こ
の
成
長
の
う
ね
り
は
、
大
阪
仁
の
象
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
周
辺
の
京
都
や
名
古
屋
の
割
引

「
市
場
」
に
も
及
ぶ
。
し
か
し
そ
の
成
長
波
は
、
京
都
・
名
古
屋
に
お
い
て
織
物
手
形
を
し
っ
か
り
と
ら
え
た
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
手

形
に
つ
い
て
は
充
分
に
力
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
の
波
が
ま
が
り
な
り
に
も
近
畿
一
円
の
諸
手
形
を
つ
つ
む
全
般
的
な
波
及

力
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
四
四
年
か
ら
は
じ
ま
る
第
二
の
波
は
、
こ
の
よ
う
な
全
般
性
を
欠
く
。
大
阪
に
お
け
る
綿
花
手
形
の

破
天
荒
な
拡
大
を
軸
に
織
物
関
係
手
形
の
全
般
的
な
伸
長
と
、
大
阪
・
名
古
屋
・
京
都
を
貫
く
金
属
、
電
気
手
形
の
力
強
い
勃
興
と
い



4０ 
ぅ
二
元
的
な
市
場
形
成
の
型
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
紡
績
手
形
つ
づ
い
て
織
物
関
係
手
形
が
大
阪
割
引
「
市
場
」
に
お
い

て
際
だ
っ
た
信
用
力
を
発
揮
し
は
じ
め
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
繊
維
以
外
の
い
く
つ
か
の
成
長
手
形
が
四
四
年
に
は
じ
ま
る
第
二

の
拡
充
の
波
の
な
か
で
停
滞
あ
る
い
は
急
減
し
た
こ
と
に
も
と
ず
く
。
そ
う
し
た
手
形
の
な
か
で
も
大
き
な
比
重
を
占
め
た
砂
糖
手
形

と
貿
易
手
形
を
次
に
と
り
あ
げ
、
紡
績
・
織
物
手
形
以
外
の
諸
手
形
が
は
ら
む
割
引
市
場
形
成
に
お
け
る
特
質
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

ｅ
砂
糖
手
形
と
貿
易
手
形

独
自
の
信
用
機
構
を
も
つ
日
本
に
お
い
て
西
欧
流
の
手
形
割
引
を
導
入
し
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
再
編
過
程
は
複
雑
な

諸
相
を
帯
び
る
。
古
典
的
な
形
態
か
ら
は
離
れ
た
手
形
割
引
の
諸
相
の
一
断
面
と
し
て
砂
糖
手
形
と
貿
易
手
形
を
と
り
あ
げ
よ
う
・

明
治
一
一
一
一
一
年
台
湾
糖
業
奨
励
規
則
の
発
布
に
よ
っ
て
、
日
本
の
製
糖
業
は
長
足
の
進
歩
を
と
げ
、
四
二
、
一
一
一
年
に
は
発
布
当
時
の
六

倍
の
拡
大
を
と
げ
た
。
四
二
年
当
時
内
地
消
費
粗
精
糖
四
億
八
千
万
斤
の
う
ち
台
湾
移
入
一
億
一
一
千
万
、
内
地
製
糖
二
億
斤
で
不
足
分

（
１
）
 

一
億
四
千
万
斤
を
輸
入
に
依
存
し
、
精
糖
輸
出
は
精
糖
輸
入
三
千
万
斤
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
製
糖
資
本
は
、
綿
業
資
本
に

つ
づ
く
位
置
を
占
め
る
。
糖
業
資
本
の
主
力
は
台
湾
に
あ
り
、
一
一
一
三
年
台
湾
製
糖
の
設
立
に
つ
づ
い
て
維
新
、
新
興
、
塩
水
港
、
台
南

が
、
日
露
戦
後
に
は
東
洋
、
明
治
、
帝
国
な
ど
が
続
々
と
設
立
さ
れ
、
四
一
一
一
年
に
は
台
湾
糖
業
連
合
会
が
結
成
さ
れ
、
生
産
制
限
な
ど

寡
占
支
配
を
敢
行
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
地
精
糖
資
本
は
生
成
没
落
の
す
え
、
四
一
年
に
は
、
合
併
に
よ
る
巨
大
資
本

の
大
日
本
精
糖
と
横
浜
、
神
戸
の
二
社
が
の
こ
り
、
生
産
制
限
、
共
同
販
売
が
行
わ
れ
た
が
、
四
四
年
に
は
神
戸
は
台
湾
に
、
横
浜

（
２
）
 

は
明
治
に
買
収
さ
れ
、
強
固
な
粗
精
糖
一
貫
生
産
体
系
を
確
立
し
た
三
大
資
本
に
よ
っ
て
制
覇
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
寡
占
支

配
の
確
立
と
と
も
に
糖
業
資
本
は
、
紡
績
資
本
に
次
ぐ
信
用
力
を
体
化
し
て
ゆ
く
。

拡
大
す
る
内
地
の
砂
糖
市
場
は
、
台
湾
糖
を
主
流
に
不
足
部
分
は
爪
佳
糖
な
ど
の
海
外
糖
を
中
心
に
取
引
さ
れ
、
京
浜
、
阪
神
、
関

門
、
名
古
屋
の
四
市
場
を
か
た
ち
づ
く
る
。
阪
神
市
場
を
掌
握
す
る
砂
糖
商
人
は
、
鈴
木
、
湯
浅
、
一
一
一
井
、
明
治
、
阿
部
幸
な
ど
の
一
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（４）（３） 
流
貿
易
商
と
大
阪
を
根
城
と
す
る
高
津
、
岩
崎
、
藤
田
、
矢
野
、
水
谷
な
ど
の
一
流
糖
商
か
ら
な
る
。
こ
の
流
通
過
程
か
ら
振
出
さ
れ

る
手
形
は
、
次
の
四
種
に
大
別
さ
れ
る
。

第
一
に
、
主
流
を
な
す
台
湾
糖
の
移
入
取
引
の
決
済
は
、
主
に
「
日
付
後
三
十
日
払
の
荷
為
替
手
形
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
本
支

店
間
で
は
「
一
覧
後
四
十
日
若
し
く
は
六
十
日
払
」
の
よ
り
長
期
の
為
替
手
形
、
ま
た
台
湾
の
製
糖
会
社
と
特
別
の
取
引
関
係
が
あ
る

場
合
に
は
「
二
個
月
又
は
一
一
一
個
月
期
日
の
約
束
手
形
」
が
振
出
さ
れ
決
済
手
段
と
な
る
。
こ
の
台
湾
糖
移
入
に
と
も
な
う
送
金
。
荷
為

替
・
約
束
手
形
は
、
台
湾
に
本
支
店
を
も
つ
台
湾
銀
行
と
一
一
一
十
四
銀
行
に
よ
っ
て
割
引
か
れ
取
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
大
半
は
植
民
地
銀

行
と
し
て
君
臨
す
る
台
湾
銀
行
に
集
中
し
、
他
行
の
入
り
込
む
余
地
は
少
い
。
た
と
え
ば
、
三
井
銀
行
は
四
一
一
一
年
の
支
店
長
会
に
お
い

て
、
一
一
一
井
系
の
台
湾
製
糖
が
振
出
し
、
一
手
販
売
権
を
も
つ
三
井
物
産
が
支
払
う
台
糖
荷
為
替
手
形
が
台
湾
銀
行
に
よ
っ
て
「
独
占
」

（
５
）
 

さ
れ
て
い
る
事
情
が
指
摘
さ
れ
、
「
将
来
一
つ
こ
ち
ら
で
過
り
た
い
」
と
財
閥
の
根
底
に
脈
う
つ
支
配
集
中
の
欲
望
を
露
わ
に
す
る
。

台
銀
も
台
糖
荷
為
替
の
全
て
を
背
負
い
こ
む
の
を
嫌
い
、
横
浜
の
両
増
田
、
安
部
幸
砂
糖
商
宛
に
送
ら
れ
た
塩
水
港
、
明
治
製
糖
な
ど

の
一
一
一
○
日
払
荷
為
替
手
形
の
一
部
が
第
一
銀
行
に
廻
さ
れ
、
三
井
銀
行
は
そ
の
僅
か
な
領
分
を
手
に
入
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
割
引
か
れ
た
荷
為
替
・
送
金
・
約
束
手
形
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
店
、
コ
ル
レ
ス
先
へ
回
送
さ
れ
取
立
て
ら
れ
る
。
各
銀
行
に

よ
っ
て
取
立
て
ら
れ
た
台
湾
糖
代
金
は
そ
の
他
の
諸
代
金
と
と
も
に
「
台
湾
内
地
間
為
替
決
済
の
任
に
当
る
」
台
銀
大
阪
支
店
に
「
集

（
６
）
 

積
」
さ
れ
る
。
こ
の
為
替
決
済
の
た
め
の
集
積
資
金
は
、
砂
糖
の
出
荷
が
集
中
す
る
上
半
期
に
膨
張
し
、
砂
糖
消
費
税
を
含
む
国
庫
金

の
代
納
が
集
中
す
る
下
半
期
に
収
縮
す
る
。
四
二
年
以
降
の
台
湾
糖
移
入
の
激
増
に
よ
っ
て
こ
の
集
積
資
金
は
著
し
く
膨
張
し
、
不
均

衡
は
拡
大
し
一
時
的
遊
資
は
一
千
万
円
の
巨
額
に
達
す
る
。
こ
の
台
銀
大
阪
支
店
に
お
け
る
「
湾
糖
代
金
の
集
積
は
同
店
を
し
て
遊
資

（
６
）
 

を
防
〈
、
に
腐
心
せ
し
め
」
藤
本
Ｂ
・
Ｂ
な
ど
へ
コ
ー
ル
と
し
て
役
ぜ
ら
れ
、
あ
る
い
は
直
接
紡
績
手
形
な
ど
の
短
期
の
流
動
資
産
へ
役

ぜ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
砂
糖
手
形
か
ら
綿
花
手
形
へ
の
割
引
資
金
の
回
流
機
構
が
次
第
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
流
れ
を
媒
介



狸
す
る
の
が
台
銀
大
阪
支
店
で
あ
っ
た
。
し
か
し
四
四
年
台
銀
は
東
京
に
出
張
所
を
設
け
、
四
五
年
七
月
よ
り
関
東
地
方
の
為
替
尻
の
決

（
６
）
 

済
は
、
東
京
支
店
が
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
東
京
方
面
よ
り
収
受
さ
れ
た
「
年
額
千
二
、
三
百
万
円
」
の
資
金
は
大

阪
か
ら
東
京
へ
移
り
、
こ
の
回
流
機
構
の
効
果
は
縮
小
す
る
。

第
二
は
、
い
わ
ゆ
る
一
「
砂
糖
手
形
」
と
よ
ば
れ
る
海
外
糖
輸
入
に
と
も
な
っ
て
振
出
さ
れ
る
手
形
で
、
明
治
末
に
は
綿
花
手
形
と
同

じ
く
約
束
手
形
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
戦
期
に
お
い
て
ジ
ャ
ワ
糖
を
中
心
に
輸
入
原
糖
は
著
し
い
膨
張
を
承
る

が
、
当
時
の
砂
糖
金
融
を
め
ぐ
る
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
資
料
で
あ
る
日
銀
大
阪
支
店
『
砂
糖
ノ
需
給
、
価
格
及
上
取
引
状
況
』
（
大
正

一
○
年
一
○
月
調
）
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
砂
糖
手
形
と
よ
ば
れ
る
台
湾
、
内
地
の
製
糖
資
本
が
振
出
す
輸
入
原
糖
手
形
の
割
引
や
事

業
資
金
の
調
達
は
、
台
湾
と
東
京
で
お
こ
な
わ
れ
、
大
阪
の
「
関
与
せ
ざ
る
所
」
と
さ
れ
、
大
阪
に
出
廻
る
砂
糖
手
形
は
主
に
二

（
７
）
 

流
糖
商
間
の
売
買
に
よ
っ
て
住
を
手
形
決
済
を
な
す
こ
と
あ
る
場
合
に
生
ず
る
も
の
」
に
と
ど
ま
る
。
綿
花
手
形
に
あ
た
る
輸
入
原
糖

手
形
割
引
の
東
京
集
中
が
、
明
治
四
○
年
代
に
入
る
ま
え
に
既
に
成
立
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
四
○
年
代
か
ら
第
一
次
大
戦
期
に

至
る
間
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
明
治
末
内
地
精
糖
は
一
一
一
大
資
本
、
五
大
エ
場
に
よ
っ
て
掌

握
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
方
面
に
は
大
日
本
製
糖
東
京
エ
場
、
明
治
縞
糖
川
崎
エ
場
、
阪
神
九
州
方
面
に
は
大
日
本
製
糖
大
阪
・
大
里

（
８
）
 

工
場
、
台
湾
精
糖
神
一
戸
工
場
と
二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
の
ち
に
糸
る
ご
と
く
一
一
一
六
年
神
戸
で
日
本
糖
糖
手
形
が
割
引
か
れ
流
通
し
て

（
９
）
 

い
る
こ
と
、
三
八
年
大
阪
の
香
野
砂
糖
商
が
砂
糖
の
思
惑
を
試
承
破
綻
し
た
さ
い
、
浪
速
・
一
一
一
菱
・
潟
池
・
住
友
四
銀
行
に
対
す
る
一
一
一

九
万
九
千
円
の
担
保
付
債
務
と
な
ら
ん
で
三
井
物
産
、
サ
ミ
ニ
ル
商
会
、
ラ
ス
ペ
商
会
な
ど
輸
入
商
に
対
し
一
八
二
万
円
に
及
ぶ
手
形

（
、
）

（
ｕ
）
 

債
務
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
、
四
二
年
の
大
日
本
製
糖
の
破
綻
の
さ
い
藤
本
Ｂ
・
Ｂ
大
阪
支
店
が
そ
の
手
形
を
割
引
い
て
い
る
点
か
ら
、

少
な
く
と
も
明
治
一
一
一
六
年
か
ら
四
二
年
に
か
け
て
製
糖
会
社
振
出
の
輸
入
原
糖
手
形
あ
る
い
は
事
業
手
形
が
大
阪
に
お
い
て
も
割
引
か

れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
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第
一
一
一
の
手
形
は
諺
内
地
取
引
に
も
と
ず
く
も
の
で
「
一
流
商
人
間
の
売
買
取
弘
》
）
に
お
い
て
振
出
さ
れ
る
手
形
で
、
上
記
の
日
銀
資

料
に
よ
れ
ば
大
阪
割
引
「
市
場
」
に
出
廻
る
砂
糖
手
形
の
大
半
が
こ
の
手
形
と
い
う
。
四
一
一
年
以
降
台
湾
糖
移
入
の
激
増
に
と
も
な
い
、

（
羽
）

「
同
糖
担
保
の
貸
出
は
堺
筋
附
近
に
店
舗
を
有
す
る
市
中
銀
行
の
適
好
な
る
放
資
口
，
｜
と
な
る
。
「
近
年
砂
糖
証
券
の
担
保
力
は
比
較

（
過
）

的
に
強
大
視
」
さ
れ
、
信
用
力
を
増
し
た
「
倉
庫
証
券
に
依
り
」
大
阪
の
在
庫
糖
は
「
砂
糖
商
間
に
幾
度
か
転
交
」
す
る
。
こ
の
砂
糖

商
間
の
信
用
連
鎖
は
商
業
手
形
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
商
慣
習
の
流
れ
を
う
け
つ
ぐ
砂
糖
切
手
Ⅱ
砂
糖
預
り
証
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
・
一
一
一
八
年
一
一
月
大
阪
市
銀
行
員
を
中
心
と
す
る
講
話
会
は
こ
の
砂
糖
預
り
証
の
実
状
に
つ
い
て
大
阪
銀
行
集
会
所
に
警
告
を

発
し
て
い
る
。
「
近
来
大
阪
市
内
砂
糖
商
間
に
於
て
切
手
と
称
し
各
自
の
発
行
に
係
る
砂
糖
預
り
証
を
以
て
売
買
の
目
的
物
と
し
て
盛

に
流
通
し
」
「
金
融
の
方
便
と
致
す
者
」
あ
り
、
そ
の
交
換
高
七
百
万
円
を
こ
え
「
独
り
砂
糖
に
止
ま
ら
ず
率
ゐ
て
米
利
堅
粉
の
取
引

（
皿
）

に
も
及
」
ぴ
、
今
後
「
不
測
の
禍
害
を
醸
す
原
因
」
と
な
り
「
金
融
業
者
の
最
も
憂
慮
す
べ
き
事
」
と
指
摘
す
る
。
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』

の
こ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ソ
ト
「
砂
糖
預
り
証
の
実
状
及
び
其
利
害
」
に
よ
れ
ば
、
砂
糖
会
社
あ
る
い
は
問
屋
は
着
荷
後
仲
買
人
に
競
売

し
、
仲
買
人
は
証
拠
金
を
払
い
込
設
品
物
を
受
取
ら
ず
に
小
切
手
を
受
取
る
。
一
ヶ
月
の
期
限
が
く
る
と
小
切
手
に
残
金
を
添
え
て
売

主
に
持
参
し
、
砂
糖
預
り
証
と
も
い
う
べ
き
大
切
手
を
受
け
と
る
。
こ
れ
ら
の
切
手
は
鈴
木
・
湯
浅
。
香
野
・
高
津
の
一
流
糖
商
や
大

阪
砂
糖
・
日
本
精
糖
・
大
阪
糖
業
・
共
立
物
産
な
ど
の
諸
会
社
に
よ
っ
て
振
出
さ
れ
、
そ
の
信
用
力
に
よ
っ
て
「
流
通
転
含
し
又
は
之

を
担
保
と
し
て
融
通
を
受
け
」
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
証
書
と
し
て
の
要
件
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
「
砂
糖
小
切
手
」
は
単
な
る

（
Ｍ
）
 

証
拠
金
領
収
書
、
「
砂
糖
大
切
手
」
は
保
管
証
書
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
七
年
後
の
四
四
年
一
二
月
阪
神
糖
業
組
合
と
関
係
銀
行
一
一
一
行
に
よ
っ
て
「
阪
神
糖
業
組
合
小
切
手
取
引
改
善
」
を
め
ぐ

っ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
「
改
善
案
」
が
組
合
総
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
四
年
当
時
の
取
引
方
法
は
そ

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
砂
糖
製
造
業
者
よ
り
砂
糖
を
仕
入
れ
た
糖
商
は
こ
れ
を
倉
庫
に
入
れ
倉
庫
証
券
を
受
け
と
り
質
入
割
引
す
る
。



4４ 
そ
れ
以
後
の
取
引
は
こ
の
糖
商
が
振
出
し
た
売
渡
書
と
引
き
か
え
に
買
手
が
次
々
に
小
切
手
を
振
出
し
、
引
渡
期
限
が
き
た
ら
股
終
の

（
躯
）

仲
買
が
売
渡
書
と
ひ
き
か
陰
え
に
倉
庫
証
券
を
最
初
の
糖
商
か
ら
う
け
と
り
荷
を
手
に
入
れ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
も
し
仲
買
取
引

が
四
回
あ
れ
ば
小
切
手
は
四
枚
振
り
出
さ
れ
、
銀
行
の
当
座
支
払
金
額
は
実
際
の
倉
庫
証
券
価
額
の
四
倍
と
な
る
。

う
え
の
三
八
年
と
四
四
年
の
二
つ
の
記
述
が
砂
糖
金
融
の
実
態
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
阪
神
糖
業
組
合
に
お
け
る
取
引
方
法

が
こ
の
あ
い
だ
に
「
砂
糖
切
手
」
取
引
か
ら
倉
庫
証
券
を
基
礎
と
す
る
小
切
手
取
引
へ
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。
旧
幕
下
の
高
度

の
信
用
取
引
に
由
来
す
る
取
引
仕
法
を
西
欧
流
の
信
用
概
念
に
沿
っ
て
換
骨
奪
脱
し
て
ゆ
く
変
貌
過
程
の
ひ
と
こ
主
を
こ
こ
に
ふ
る
こ

と
が
で
き
る
。
倉
庫
証
券
と
併
行
し
て
流
通
す
る
「
砂
糖
（
大
小
）
手
形
」
が
も
つ
一
‐
預
り
証
一
的
な
側
面
は
正
規
の
倉
庫
証
券
へ
き

り
か
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
倉
庫
証
券
へ
の
純
化
に
よ
っ
て
明
治
四
○
年
代
砂
糖
証
券
の
担
保
力
は
著
し
く
強
化
さ
れ
た
が
、
「
砂
糖
切
手
」

が
は
た
す
商
業
信
用
機
能
は
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
証
拠
金
領
収
書
と
も
い
う
べ
き
「
砂
糖
小
切
手
」
が
も
つ
支
払

手
段
と
し
て
の
機
能
は
、
明
治
後
期
次
第
に
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
小
切
手
取
引
の
一
環
と
し
て
再
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
実

態
に
沿
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
連
の
砂
糖
商
間
の
取
引
に
多
数
の
小
切
手
が
振
出
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
が
不
渡
り
と
な
る
や
、
そ

の
損
失
を
手
形
流
通
の
よ
う
に
他
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
ず
累
は
全
て
の
取
引
銀
行
に
及
ぶ
。
こ
の
欠
陥
は
四
四
年
末
の
櫨
山
商
店

の
破
綻
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
た
。

こ
の
欠
陥
を
の
ぞ
く
た
め
に
四
四
年
末
「
糖
業
者
取
引
方
法
改
善
案
」
が
組
合
と
銀
行
の
あ
い
だ
に
合
意
を
み
た
が
、
そ
の
骨
子
は

多
数
の
小
切
手
決
済
を
一
枚
の
為
替
手
形
決
済
に
き
り
か
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
起
点
に
あ
る
糖
商
は
倉
庫
証

券
に
よ
っ
て
銀
行
信
用
を
受
け
、
買
い
手
に
対
し
売
渡
書
を
交
付
し
差
金
の
み
を
決
済
す
る
。
そ
れ
以
降
の
仲
買
取
引
も
転
盈
と
流
通

す
る
売
渡
書
と
ひ
き
か
え
に
差
金
の
糸
を
支
払
う
。
倉
庫
証
券
の
引
渡
し
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
最
初
の
糖
商
は
請
求
者
宛
為
替
手
形
を

（
脂
）

振
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
一
連
の
取
引
は
決
済
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
銀
行
は
倉
庫
証
券
担
保
貸
付
と
為
替
手
形
の
取
立
て
あ
る
い
は
割
引
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の
二
点
に
お
い
て
の
承
商
取
引
に
関
与
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
伝
統
に
ね
ざ
す
「
砂
糖
切
手
」
に
よ
る
取
引
仕
法
は
倉
庫

証
券
と
商
業
手
形
か
ら
な
る
西
欧
流
の
信
用
関
係
へ
と
再
編
さ
れ
、
そ
の
苦
難
に
ふ
ち
た
換
骨
奪
胎
の
過
程
を
終
え
る
。

第
四
の
手
形
は
、
精
糖
取
引
に
も
と
づ
く
も
の
で
市
内
小
売
店
に
よ
る
製
糖
会
社
に
対
す
る
手
形
決
済
と
「
地
方
糖
商
宛
」
「
日

（
躯
）

附
後
十
日
以
内
の
荷
為
替
付
」
手
形
で
あ
る
。
精
糖
取
引
は
粗
糖
と
異
な
り
仲
買
を
通
す
こ
と
な
く
特
約
店
よ
り
直
ち
に
小
売
店
へ
一
元

（
Ⅳ
）
 

賀
さ
れ
る
が
、
そ
の
代
金
は
「
曽
て
手
形
を
以
て
せ
し
こ
と
あ
り
」
し
も
「
明
治
四
二
年
以
降
絶
対
に
現
金
を
以
て
す
る
こ
と
」
と
な

っ
た
。
こ
の
転
換
は
、
四
二
年
の
大
日
本
製
糖
の
破
綻
に
よ
る
砂
糖
金
融
の
崩
壊
に
ね
ざ
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、

こ
の
逆
転
は
、
紡
績
資
本
に
よ
る
綿
糸
現
金
決
済
の
断
行
と
軌
を
一
に
す
る
。

大
阪
の
手
形
割
引
「
市
場
」
に
登
場
す
る
砂
糖
関
係
手
形
は
、
上
記
の
四
種
類
の
手
形
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
無
担
保
手
形

は
、
輸
入
原
糖
手
形
、
糖
商
間
振
出
手
形
、
小
売
商
振
出
手
形
か
ら
な
る
。
明
治
後
期
砂
糖
金
融
は
未
だ
安
定
し
た
信
用
機
構
を
も
た

ず
、
そ
の
再
編
過
程
の
な
か
で
無
担
保
手
形
の
割
引
構
成
と
残
高
は
大
き
く
う
ご
く
。
一
一
一
○
年
代
後
半
の
拡
大
、
四
二
年
を
転
換
点
と

す
る
激
減
は
、
大
日
本
製
糖
の
生
成
と
破
綻
と
四
二
年
に
断
行
さ
れ
る
小
売
商
振
出
精
糖
手
形
の
現
金
決
済
へ
の
転
換
を
反
映
す
る
。

つ
づ
く
大
正
初
頭
の
回
復
に
つ
づ
く
大
戦
期
に
か
け
て
の
砂
糖
無
担
保
手
形
の
う
ご
き
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
輸
入
原
糖
手
形
の
東

京
集
中
と
新
た
に
出
現
す
る
砂
糖
商
振
出
為
替
手
形
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
や
や
立
ち
入
っ
た
検
討
に
よ
っ
て
、
明
治
後
期
阪
神
地
方
に
お
け
る
砂
糖
金
融
の
一
応
の
概
念
を
う
る
。
こ
の
概
念
像
に
よ

っ
て
大
阪
に
お
け
る
手
形
割
引
の
市
場
形
成
を
め
ぐ
っ
て
次
の
諸
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
大
日
本
、
台

湾
、
明
治
製
糖
な
ど
独
占
体
と
し
て
の
支
配
力
を
確
立
し
た
糖
業
資
本
は
、
輸
入
原
糖
手
形
あ
る
い
は
融
通
手
形
を
振
出
し
、
特
約
店

を
介
し
た
小
売
店
に
対
し
て
は
現
金
決
済
を
と
る
に
至
り
、
先
頭
を
切
る
綿
業
独
占
体
が
き
り
ひ
ら
い
た
コ
ー
ス
を
追
い
か
け
る
。
そ

れ
と
と
も
に
砂
糖
手
形
が
紡
績
手
形
に
つ
づ
い
て
一
流
手
形
と
し
て
の
評
価
を
次
第
に
確
立
し
て
ゆ
く
。
台
湾
で
割
引
か
れ
る
砂
糖
手



4６ 

（
肥
）

形
は
あ
た
か
も
大
阪
に
お
け
る
一
座
、
紙
手
形
の
如
く
重
要
な
る
季
節
物
に
し
て
爾
余
の
一
般
手
形
に
比
す
れ
ば
幾
分
低
歩
に
て
割
引
」

か
れ
る
に
至
る
。
内
地
製
糖
資
本
が
振
出
す
砂
糖
手
形
の
割
引
率
が
い
か
な
る
位
置
に
あ
っ
た
か
を
示
す
資
料
は
な
い
。
た
だ
『
三
井

銀
行
報
知
附
録
』
に
お
い
て
、
明
治
三
六
年
日
本
精
糖
手
形
が
藤
本
Ｂ
・
Ｂ
や
台
湾
銀
行
に
よ
っ
て
低
歩
で
割
引
か
れ
た
こ
と
が
印
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
七
月
神
戸
に
お
い
て
吉
川
友
一
の
依
頼
に
よ
り
日
本
精
糖
手
形
一
七
万
円
一
銭
五
厘
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
が
、

三
井
は
「
第
一
、
住
友
、
一
一
一
菱
、
正
金
、
当
店
間
貸
出
最
低
利
率
の
申
合
せ
に
よ
り
断
幽
結
局
台
銀
に
よ
っ
て
割
引
か
れ
た
。
こ
の

（
加
）

と
き
大
阪
で
の
三
重
紡
手
形
の
割
引
日
歩
は
普
通
一
銭
五
厘
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
精
糖
手
形
は
一
一
一
重
紡
手
形
と
ほ
ぼ
同
等
の
信
用
力

を
こ
の
時
点
で
も
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
し
か
し
紡
績
手
形
が
一
流
手
形
と
し
て
の
信
用
力
を
身
に
つ
け
る
四
○
年
以
降
に

つ
い
て
は
大
日
本
製
糖
が
振
出
す
三
井
物
産
、
安
宅
、
鈴
木
、
ラ
ス
ペ
宛
砂
糖
手
形
な
ど
は
紡
績
手
形
に
次
ぐ
信
用
力
を
か
ち
え
て
い

た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
悩
報
を
う
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
製
糖
資
本
が
砂
糖
の
輪
移
入
に
と
ｊ
も
な
っ
て
信
用
あ
る
砂
糖
手
形
を
う
ゑ
だ
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
旧
幕
時
代
か
ら
の

伝
統
を
も
つ
糖
商
仲
間
の
取
引
に
お
い
て
伝
来
の
「
砂
糖
切
手
」
が
流
通
し
、
長
い
再
編
過
程
の
の
ち
明
治
末
よ
う
や
く
為
替
手
形
が

導
入
さ
れ
西
欧
の
信
用
概
念
が
一
応
の
形
態
を
と
と
の
え
る
。
こ
う
し
た
在
来
の
信
用
機
構
と
西
欧
の
信
用
概
念
と
の
対
抗
と
再
編
の

（
皿
）

過
程
は
、
砂
糖
取
引
に
と
ど
ま
る
Ｊ
も
の
で
は
な
く
、
大
阪
薬
種
卸
仲
買
組
合
に
よ
る
薬
種
取
引
の
変
遷
に
Ｊ
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

お
そ
ら
く
そ
の
他
に
肥
料
・
製
紙
な
ど
在
来
産
業
の
仲
買
組
合
結
成
に
お
い
て
も
貫
徹
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）
‐
本
村
増
太
郎
『
日
本
之
糖
業
」
八
三
頁
、
お
よ
び
河
津
通
気
本
邦
燐
寸
及
砂
糖
論
』
八
一
一
頁

（
２
）
鍵
間
務
省
工
場
監
祷
菅
塚
本
明
寿
監
輯
『
本
邦
主
要
工
業
慨
寛
一
（
大
正
七
年
）
六
九
五
－
六
頁

（
３
）
日
銀
大
阪
支
店
「
砂
糖
ノ
需
給
、
価
格
及
上
取
引
沃
況
」
（
大
正
一
○
年
調
）
『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
篇
』
第
二
三
巻
九
一
一
一
○
頁

（
４
）
「
大
阪
対
台
湾
の
金
融
関
係
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
三
号
Ｔ
一
・
一
二

（
５
）
「
三
井
銀
行
史
料
３
支
店
長
会
記
録
』
一
一
一
九
一
一
一
’
四
頁



４７成立期日本信用機構の論理と構造（下．その二）

紡
績
・
織
物
手
形
と
な
ら
ん
で
大
阪
の
手
形
割
引
「
市
場
」
に
お
い
て
中
堅
の
座
を
占
め
る
貿
易
・
砂
糖
・
和
洋
紙
Ｑ
肥
料
な
ど
の

手
形
は
四
二
年
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
減
少
を
た
ど
る
。
こ
う
し
た
屈
折
に
対
し
て
は
、
非
繊
維
八
品
手
形
全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
る

貿
易
手
形
の
動
向
が
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
。
貿
易
手
形
の
四
五
年
か
ら
の
急
激
な
減
少
は
な
に
ゆ
党
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
阪

に
お
け
る
貿
易
手
形
の
推
移
は
、
日
本
貿
易
の
中
軸
と
も
い
う
べ
き
三
井
物
産
が
振
出
す
手
形
割
引
の
動
向
に
大
き
く
依
存
す
る
。
明

治
末
の
物
産
手
形
割
引
の
動
向
に
お
い
て
さ
き
に
ふ
れ
た
明
治
四
五
年
の
三
井
物
産
名
古
屋
支
店
不
正
手
形
事
件
が
決
定
的
な
転
換
点

〆、′へ／酉、′へ′■、「ﾛ、〆、，’へ〆■、〆、存、〆、’■、／へ「ﾛ、〆~、

2１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６ 
ミーノミーノ超_ノ、.ノＬ」Ｌ’、-ノヘーノ、＝'Ｌ'ﾐｰﾉＬノミーノミーノ１－ノミーノ

「
大
阪
対
台
湾
の
金
融
関
係
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
三
号
Ｔ
ｌ
・
一
二

日
銀
大
阪
支
店
「
砂
糖
ノ
需
給
、
価
格
及
上
取
引
状
況
」
（
大
正
一
○
年
調
）
前
掲
誓
所
収
九
四
六
頁

『
本
邦
主
要
エ
業
概
要
』
（
大
正
七
年
）
六
九
八
頁

『
三
井
銀
行
報
知
附
録
』
第
四
九
号
Ｍ
一
一
一
六
・
七
・
’
一
一
○
（
神
戸
支
店
）

阿
部
直
躬
『
三
十
年
之
回
顧
』
（
商
業
興
信
所
蔵
版
〕
一
一
六
頁

「
藤
本
銀
行
の
整
理
経
過
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
一
一
一
九
号
Ｍ
四
二
・
四

日
銀
大
阪
支
店
「
砂
糖
ノ
需
給
、
価
格
及
上
取
引
状
況
」
前
掲
脅
所
収
九
四
六
頁

「
大
阪
対
台
湾
の
金
融
関
係
」
「
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
三
号
Ｔ
一
・
一
二

「
砂
糖
預
り
証
の
実
状
及
其
利
害
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
八
九
号
Ｍ
三
八
・
二

「
阪
神
糖
業
組
合
小
切
手
取
引
改
善
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
三
一
五
号
Ｍ
四
五
・
一
一
一

「
大
阪
対
台
湾
の
金
融
関
係
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
三
号
Ｔ
一
・
一
二

日
銀
大
阪
支
店
「
砂
糖
ノ
需
給
、
価
格
及
上
取
引
状
況
」
前
掲
醤
所
収
九
四
五
頁

「
大
阪
対
台
湾
の
金
融
関
係
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
三
号
Ｔ
ｌ
・
一
二

『
一
一
一
井
銀
行
報
知
附
録
」
第
四
九
号
Ｍ
一
一
一
六
・
七
・
三
○
（
神
戸
支
店
）

同
第
四
九
号
Ｍ
三
六
・
七
・
三
○
（
四
日
市
支
店
）

「
大
阪
薬
種
商
組
合
間
に
行
は
る
る
特
種
横
線
小
切
手
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
五
○
号
Ｍ
四
三
・
三
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第35表明治末三井物産の仕払為替手形・約束手形期末残高
｣ 

(万円）

仕払為
替手形
勘定

仕払約
束手形
勘定露|蕊 本店|蕊|営蘂部|蕊

鈩
傘 国内支

店総計

44,|(';％ 明治43年上 ２２８９ 730 4９ 

４９ 

1.368 
０
２
６
１
 

８
８
７
１
 

１
３
９
９
２
 

４
３
４
 

２
 

3１ 

８６ 

996 

j:鎌
1.478 371 470 1.042 

353 191 1,262 186 255 924 

426 806 155 126 

田
妬
切

370 

493 1.205 245 276 100 692 

753 843 7０ 

２０ 

142 240 

年上 ５５１１１２．４４０ 382 995 大正２ 9１ 

５２ 

122 

雫|蕊|擬ﾄ葵
727 7１ 

597 129 147 

640 1２ 4３ 121 

（）ほ米肥部三井物産『大正四年七月支店長会議関係諸表」（三井文庫所蔵）

を
な
す
。

物
産
不
正
手
形
事
件
に
よ
っ
て
信
用
失
墜
の
痛
手
を
こ
う
む
っ
た
物
産
は

「
当
社
の
金
融
歴
史
に
於
て
箸
し
き
革
命
と
云
と
べ
き
金
融
改
革
を
断
行

す
る
。
第
一
に
「
清
国
方
面
へ
積
出
す
べ
き
石
炭
、
材
木
、
棉
布
、
綿
糸
の

如
き
は
社
内
為
替
を
廃
し
」
、
第
二
に
同
時
に
従
来
内
地
に
流
通
し
た
る

（
１
）
 

融
通
手
形
は
之
を
全
廃
」
す
る
。
従
来
ま
で
中
国
向
輸
出
は
本
支
店
間
の
ハ

ウ
ス
・
ビ
ル
に
よ
っ
た
た
め
為
替
取
組
は
行
わ
れ
ず
、
そ
の
金
融
は
各
支
店

に
ま
か
さ
れ
、
不
足
分
は
融
通
手
形
の
振
出
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
方
法
は
名
古
屋
事
件
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
る
。
以
後
、
物
産
の

中
国
向
輸
出
金
融
は
、
為
替
取
組
に
切
り
か
え
ら
れ
「
融
通
手
形
の
発
行
を

（
２
）
 

止
め
成
る
べ
く
海
外
に
於
て
資
金
の
融
通
を
計
る
こ
と
」
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
物
産
単
名
手
形
に
よ
る
金
融
は
全
て
ロ
ン
ド
ン
の
「
ク
レ
ヂ
ヅ
ト
ハ
ゥ

こ
の
信
用
に
き
り
か
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
第
妬
表
に
よ
っ
て
、
中
国
各
支
店

に
よ
る
〈
ウ
ス
・
ピ
ル
に
か
わ
る
為
替
手
形
勘
定
の
膨
張
、
国
内
本
支
店
振

出
約
束
手
形
の
激
減
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
井
物
産
の
国
内
金
融
は
、
所
有
す
る
手
形
を
市
場
へ
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
可
能
と
な
る
が
「
市
場
へ
は
出
し
悪
き
も
の
」
に
つ
い
て
は
「
裏
書
し
て

出
す
」
か
、
あ
る
い
は
「
我
社
自
か
ら
デ
ッ
コ
ン
モ
デ
ー
シ
ョ
ソ
・
ピ
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ル
』
を
発
行
す
る
］
３
が
、
一
一
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
・
国
内
支
店
に
よ
る
約
束
手
形
の
振
出
高
と
所
有
高
の
週
残
高
は
『
’
一
一
井
物
産
事
業

報
告
』
に
よ
っ
て
一
一
一
五
年
一
一
一
月
か
ら
一
一
一
七
年
一
一
月
ま
で
わ
か
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
一
一
六
年
上
期
に
は
「
約
束
手
形
の
所
有
高

は
常
に
振
出
高
の
七
、
八
偶
］
）
で
あ
っ
た
が
、
三
六
年
七
月
末
か
ら
次
第
に
振
出
高
の
比
重
が
高
ま
り
、
一
一
一
七
年
一
月
下
旬
に
は
、
振

出
高
は
所
有
高
を
凌
駕
し
、
一
一
月
末
に
は
、
振
出
高
は
所
有
高
の
五
倍
か
ら
七
倍
と
な
る
。
こ
の
一
一
年
間
に
約
束
手
形
振
出
は
五
○

万
か
ら
五
百
万
円
へ
と
ほ
ぼ
十
倍
の
驚
異
的
な
膨
張
を
示
し
た
。
そ
の
後
と
ん
で
四
一
年
以
降
年
末
残
高
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
に
よ
る

と
約
束
手
形
振
出
高
は
増
大
し
つ
づ
け
、
四
三
年
下
期
末
一
○
四
二
万
円
の
ピ
ー
ク
を
記
録
す
る
。
こ
の
と
き
の
約
束
手
形
所
有
高
は

わ
か
ら
な
い
が
、
四
一
、
二
年
の
年
末
残
高
に
お
い
て
、
所
有
高
と
振
出
高
は
大
体
一
対
一
と
な
っ
て
い
る
。
第
調
表
に
よ
れ
ば
物
産

の
約
束
手
形
振
出
の
ほ
と
ん
ど
が
本
部
・
営
業
部
・
大
阪
・
神
戸
・
名
古
屋
支
店
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
大
半
は
東
京
と
阪
神
の
二
大

金
融
市
場
に
二
分
さ
れ
る
。
最
も
大
規
模
に
約
束
手
形
を
振
り
出
し
た
の
は
大
阪
支
店
で
あ
る
が
「
従
来
最
も
出
し
た
る
は
四
四
年
の

（
５
）
 

五
九
○
万
円
」
で
、
そ
の
主
な
融
通
先
は
鴻
池
・
台
銀
・
正
金
で
あ
っ
た
。

三
井
物
産
単
名
手
形
の
割
引
は
、
一
一
一
六
年
七
月
か
ら
拡
大
を
は
じ
め
、
四
一
一
一
、
四
四
年
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
紡
繊
手
形
が
一
一
一
九
年

以
降
の
低
金
利
の
な
か
で
割
引
額
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
物
産
単
名
手
形
は
一
時
期
ま
え
の
三
六
年
の
低
金
利
の
な
か
で
拡
大

を
開
始
し
て
い
る
。
正
金
・
台
銀
の
参
入
の
な
か
で
独
占
的
巨
大
資
本
と
し
て
の
信
用
力
を
バ
ッ
ク
に
、
三
七
年
九
月
に
は
五
百
万
円
、

さ
ら
に
三
九
年
以
降
の
金
利
低
下
の
な
か
で
四
三
年
か
ら
四
四
年
に
か
け
て
期
末
残
高
一
千
万
円
と
い
う
巨
額
の
単
名
手
形
が
割
引
か

れ
た
の
で
あ
る
。
紡
織
手
形
よ
り
早
期
に
一
流
手
形
と
し
て
の
名
声
を
か
ち
え
た
物
産
単
名
手
形
は
、
「
金
利
革
命
」
下
の
な
か
で
紡

績
手
形
と
な
ら
ん
で
積
極
的
に
割
引
か
れ
、
阪
神
手
形
割
引
の
市
場
形
成
の
頂
点
に
立
つ
強
力
な
牽
引
車
の
役
割
を
果
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

紡
績
手
形
が
第
一
級
の
商
業
手
形
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
物
産
振
出
約
束
手
形
は
融
通
手
形
で
あ
っ
た
が
、
古
河
・
大
倉
・
三
井
。



5０ 
川
崎
な
ど
が
振
出
す
融
通
手
形
は
、
そ
の
財
閥
資
本
と
し
て
の
絶
大
な
る
信
用
力
を
バ
ッ
ク
に
一
流
の
単
名
手
形
と
し
て
別
格
に
扱
わ

れ
た
。
日
本
の
手
形
割
引
「
市
場
」
に
は
、
商
業
手
形
と
融
通
手
形
が
拮
抗
し
、
そ
の
頂
点
に
は
綿
花
商
業
手
形
と
物
産
に
代
表
さ
れ

る
一
流
単
名
手
形
が
お
し
だ
さ
れ
、
こ
の
一
一
つ
の
流
れ
を
く
む
一
流
無
担
保
手
形
を
牽
引
力
と
し
て
手
形
割
引
市
場
が
次
第
に
か
た
ち

づ
く
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
・
日
本
の
手
形
割
引
市
場
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
日
本
資
本
主
義
を
主
導
す
る
産
業
資
本
と
財
閥
資
本
の
協
同

作
業
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
旧
財
閥
が
安
定
的
蓄
積
軌
道
に
移
行
し
、
支
配
集
中
を
主
眼
と
す
る

「
自
己
金
融
」
的
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
体
制
を
確
立
す
る
に
と
も
な
い
、
こ
の
協
同
事
業
か
ら
脱
落
し
て
ゆ
く
。
そ
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ

が
四
五
年
名
古
屋
事
件
を
契
機
と
す
る
一
一
一
井
物
産
単
名
手
形
の
市
場
か
ら
の
後
退
で
あ
っ
た
。
物
産
は
単
名
手
形
の
振
出
を
ひ
か
え
、

や
む
を
え
ず
振
出
さ
れ
る
単
名
手
形
は
市
場
へ
は
出
さ
ず
三
井
銀
行
が
お
さ
え
る
と
い
う
財
閥
中
枢
指
令
に
よ
っ
て
、
六
百
万
円
に
も

の
ぼ
っ
た
一
一
一
井
物
産
単
名
手
形
は
一
夜
に
し
て
姿
を
消
す
。
国
家
お
よ
び
財
閥
の
支
配
集
中
力
の
強
化
の
な
が
れ
の
な
か
で
、
鉄
道
国

有
化
に
よ
る
鉄
道
手
形
の
消
失
、
つ
づ
く
一
一
一
井
の
「
自
己
金
融
」
的
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
金
融
の
強
化
に
よ
る
物
産
手
形
の
総
ひ
き
あ
げ
に

よ
っ
て
、
競
争
原
理
に
立
つ
割
引
市
場
の
構
築
に
あ
た
っ
て
一
Ｎ
方
の
柱
と
な
る
は
ず
の
単
名
手
形
の
一
一
つ
の
戦
略
拠
点
が
明
怡
末
掘
り

崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
三
井
物
産
『
第
二
回
支
店
長
諮
問
会
議
鞭
録
』
（
大
正
二
年
）
（
三
井
文
庫
所
蔵
）
六
頁

（
２
）
同
三
八
六
頁

（
３
）
同
六
○
七
頁

（
４
）
三
井
物
産
『
事
業
報
告
』
Ｍ
三
六
・
上
期
（
三
井
文
庫
所
蔵
）
第
八
章
金
融
二
○
頁

（
５
）
三
井
物
産
『
第
一
一
回
支
店
長
諮
問
会
議
事
録
』
（
大
正
二
年
）
一
一
一
一
一
頁

三
手
形
割
引
市
場
の
形
成
と
「
商
業
」
金
融
の
展
開

明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
を
転
換
点
と
し
て
日
本
の
信
用
機
構
は
そ
の
編
成
原
理
を
「
鞘
取
」
銀
行
主
義
か
ら
預
金
銀
行
主
義
へ
切
り
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第36表大阪・名古屋・京都手形割引における
「経済便覧」「無担保手形表」残高の比重 (千円）

鰺割引農
70,01512Ｃ 
81,430124 

11難
甑
一
％
’
四
狐

堺
表
高
一
血
皿
皿
誠
班
辿
噸
躯
皿
叩
翅
陞
噸
惣
噸

鍵|”|鍵瀞譜|％腱

ム
エ
ー

コ
丑
邑
Ｅ
ｕ
Ｒ
Ｕ
７
０
Ｑ
Ｕ
ｎ
ワ
、
四

１１１ 

４８３１４４］１６Ｆ 

、
】
Ｒ
ｌ
Ｕ
Ｒ
Ⅱ
Ⅲ

Ⅲ
釦
町
距
朋

６
０
月

Ｕ＿ 

073｝28.8122.904ｊｌＯｍＸ 

商業興信所『経済便覧」「組合銀行割引及貸付」表および「無担保手形表」より
作成，大阪三四年の承「大阪銀行通侭録」第四一号より，大阪の△印は神戸を含
む，名古屋（）は振出・裏脅のうち振出金額の承。「無担保手形表」の調査時
点は大阪で四二年まで一月末，それ以降一月二五日，名古屋では三九・四○年の
承一二月平均でのこりは年末，京都・長崎は年末。

か
え
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
構
造
転
換
に
と

も
な
っ
て
コ
ー
ル
取
引
、
つ
づ
い
て
手
形

割
引
が
次
第
に
拡
大
し
、
信
用
機
構
の
内

部
に
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
が
浸
透
し
て
ゆ

く
。
明
治
四
○
年
を
画
期
と
し
て
、
紡
績

手
形
を
先
頭
に
織
物
関
係
手
形
が
脇
を
か

た
め
、
そ
の
周
り
を
貿
易
、
砂
糖
、
和
洋

紙
？
肥
料
手
形
が
、
さ
ら
に
そ
の
外
に
金

属
・
機
械
・
化
学
・
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の

重
化
学
関
連
手
形
が
勃
興
す
る
。
こ
れ
ま

で
『
経
済
便
覧
』
の
「
無
担
保
手
形
表
」

を
用
い
て
、
力
強
い
拡
大
を
と
げ
る
阪
神
、

京
都
、
名
古
屋
に
お
け
る
手
形
割
引
「
市

場
」
の
動
態
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
き
た

が
、
こ
の
「
無
担
保
手
形
」
が
そ
れ
ぞ
れ

の
割
引
「
市
場
」
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
の

比
重
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
か
、
こ
こ
に
こ

の
章
の
結
論
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら



5２ 
ぬ
。
そ
の
全
貌
は
第
鉛
表
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
ま
ず
手
始
め
に
大
阪
・
名
古
屋
・
京
都
の
無
担
保
手
形
割
引
の
成
長
ぶ
り
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
金
融
恐
慌
直
後

の
一
一
一
四
年
末
か
ら
一
一
一
五
年
一
月
の
段
階
で
、
名
古
屋
・
京
都
は
ほ
ぼ
三
一
一
一
○
万
円
で
並
び
、
大
阪
は
そ
の
四
倍
の
一
四
一
六
万
円
の
と

び
ぬ
け
た
規
模
を
誇
る
。
そ
の
後
一
二
年
間
に
、
一
一
一
都
と
も
に
一
一
一
・
六
倍
の
成
長
を
と
げ
、
大
阪
は
五
二
○
○
万
、
名
古
屋
。
京
都
は

と
も
に
一
二
○
○
万
円
と
な
る
。
無
担
保
手
形
残
高
の
成
長
率
に
つ
い
て
は
一
一
一
都
と
も
に
同
一
の
ペ
ー
ス
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
手
形

割
引
総
額
に
占
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比
重
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
軌
跡
を
描
か
な
い
。
一
一
一
四
年
以
降
の
一
一
一
一
年
の
間
、
大
阪
で
は
二
割
か

ら
三
割
の
あ
い
だ
を
動
き
、
わ
ず
か
に
漸
減
傾
向
を
と
る
。
名
古
屋
と
京
都
は
、
二
一
一
四
年
末
ほ
ぼ
同
一
の
一
一
一
割
一
分
で
あ
っ
た
が
、
一

二
年
後
の
大
正
二
年
末
に
は
、
名
貢
屋
一
一
一
割
七
分
、
京
都
五
割
一
分
と
大
き
な
ひ
ら
き
が
生
じ
る
。

第
一
次
大
戦
直
後
に
お
け
る
大
阪
一
一
割
水
準
、
名
古
屋
一
一
一
割
水
準
、
京
都
五
割
と
い
う
大
き
な
へ
だ
た
り
は
如
何
な
る
意
味
を
も
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
格
差
を
各
割
引
「
市
場
」
に
お
け
る
無
担
保
手
形
比
率
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
我

☆
が
依
拠
し
て
き
た
商
業
興
信
所
版
『
経
済
便
覧
』
の
「
無
担
保
手
形
表
」
は
実
に
多
く
の
貴
重
な
情
報
を
新
た
に
提
供
し
て
く
れ
る

が
、
そ
れ
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
上
の
難
点
を
蔵
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
無
担
保
手
形

表
」
は
、
そ
れ
が
如
何
な
る
地
域
の
如
何
な
る
種
類
の
手
形
を
対
象
と
し
て
丸
く
Ｉ
す
る
の
か
、
一
点
一
点
正
確
な
規
定
が
な
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
つ
い
て
ゆ
く
と
結
局
次
の
疑
問
点
に
帰
着
す
る
。
「
無
担
保
手
形
表
」
の
数
字
は
、
各
市
内
銀
行
が

割
引
い
た
無
担
保
（
約
束
）
手
形
の
年
末
残
高
で
あ
る
が
、
そ
の
手
形
発
行
者
が
市
内
居
住
者
に
限
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
市
外
居

住
者
を
含
む
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
点
が
結
論
を
大
き
く
わ
け
る
焦
点
と
な
る
。
こ
の
占
讐
は
っ
き
り
さ
せ
な
い
か
ぎ
り
意

味
の
あ
る
錆
論
を
ひ
き
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

『
経
済
便
噛
鐘
「
無
担
保
手
形
表
」
は
年
末
残
高
の
承
明
ら
か
と
な
る
が
、
よ
り
詳
細
な
月
ご
と
の
残
高
が
、
一
一
一
四
年
か
ら
三
七
年
に
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か
け
て
名
古
屋
に
つ
い
て
の
み
「
無
担
保
手
形
振
出
依
頼
担
保
付
手
形
振
出
依
頼
及
普
通
借
入
借
越
金
額
月
別
統
計
」
表
（
以
下
「
月

別
統
計
」
と
略
す
）
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
一
一
一
四
年
の
一
二
ヶ
月
、
一
一
一
七
年
と
一
一
一
五
年
の
一
・
六
・
一
一
一

月
の
数
字
を
掲
げ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
三
四
年
の
一
一
一
ヶ
月
間
、
無
担
保
手
形
と
担
保
付
手
形
の
合
計
（
Ｃ
）
は
比
較
の
た
め
に

掲
げ
た
名
古
屋
同
盟
銀
行
の
手
形
割
引
総
高
（
Ｄ
）
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
う
ち
無
担
保
手
形
が
ほ
ぼ
六

割
か
ら
七
割
を
占
め
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
と
こ
ろ
が
一
一
一
五
年
一
月
以
降
大
き
く
変
化
す
る
。
無
担
保
手
形
と
担
保
付
手
形
の
合
計

（
ｃ
）
に
占
め
る
無
担
保
手
形
の
比
重
は
変
化
な
く
六
割
か
ら
七
割
に
達
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
割
引
高
（
Ｃ
）
は
同
盟
割
引
総
高

（
Ｄ
）
の
五
割
を
カ
バ
ー
す
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
こ
の
「
月
別
統
計
」
の
割
引
高
が
同
盟
の
割
引
高
全
体
に
占
め
る
力
．
ハ
ー
率
が
一
一
一

五
年
一
月
よ
り
九
割
水
準
か
ら
五
割
へ
急
落
し
た
こ
と
は
、
三
五
年
か
ら
「
月
別
統
計
」
の
統
計
対
象
が
大
き
く
狭
め
ら
れ
た
こ
と
を

物
語
る
。
ど
の
よ
う
な
対
象
領
域
の
変
更
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
「
月
別
統
計
」
の
無
担
保
手
形
割
引
年
末
残
高
と
さ
き
の
「
無
担
保
手
形
表
」
の
残
高
を
比
較
し
て
み
る
と
、
三
五
年
以
降
一

致
す
る
が
三
四
年
だ
け
「
月
別
統
計
」
の
方
が
は
る
か
に
大
き
く
乖
離
す
る
。
一
一
一
四
年
の
こ
の
く
い
ち
が
い
を
追
う
と
、
「
無
担
保
手

形
表
」
の
対
象
が
名
古
屋
市
在
住
者
に
限
ぎ
ら
れ
、
「
月
別
統
計
」
が
市
外
居
住
者
を
も
含
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
以
上
の
推

定
に
よ
っ
て
名
古
屋
「
無
担
保
手
形
表
」
の
対
象
は
一
一
一
五
年
版
の
末
尾
に
与
え
ら
れ
た
「
名
古
屋
同
盟
銀
行
及
中
島
郡
の
尾
州
、
豊
島
、

、
、
、
、

（
１
）
 

起
商
業
の
各
銀
行
並
に
協
同
合
資
会
社
に
於
て
取
扱
ひ
た
る
名
古
屋
市
在
住
者
の
分
を
統
計
」
（
傍
点
引
用
者
）
し
た
も
の
と
い
う
規

定
が
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
確
認
を
基
礎
に
第
訂
表
「
月
別
統
計
」
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
古
屋
割
引
「
市
場
」
に
お

け
る
無
担
保
・
担
保
付
構
成
の
変
化
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
市
内
居
住
者
発
行
手
形
に
市
外
居
住
者
の
分
を
含
め
た
無
担
保
手
形
割
引
の
総
残
高
の
正
確
な
数
字
が
、
三
四
年
の
承
明

ら
か
と
な
る
（
第
諏
表
Ａ
）
。
名
古
屋
同
盟
銀
行
手
形
割
引
の
年
末
残
高
一
○
七
一
一
万
円
の
ほ
ぼ
九
割
を
カ
バ
ー
す
る
手
形
の
う
ち
六
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依頼及普通借入借
および「大阪銀行

割
が
無
担
保
手
形
で
あ
っ
た
。
こ
の
無
担
保

手
形
残
高
五
六
八
万
円
の
う
ち
五
割
九
分
川
を

市
内
居
住
者
発
行
手
形
今
無
担
保
手
形
表
」

第
鏥
表
の
三
一
一
一
一
一
一
万
円
）
が
占
め
る
。
残
り

の
四
割
一
分
は
市
外
居
住
者
発
行
手
形
と
統

計
漏
れ
か
ら
な
る
。

第
二
に
、
統
計
対
象
が
狭
ま
っ
た
一
一
一
五
年

一
月
か
ら
一
一
一
七
年
一
二
月
ま
で
に
つ
い
て
は
、

市
内
居
住
者
手
形
比
率
Ｃ
／
Ｄ
と
市
内
居
住

者
手
形
に
お
け
る
無
担
保
手
形
比
率
Ａ
／

Ｃ
と
を
一
瞥
す
る
な
ら
ば
、
割
引
「
市
場
」
に

お
い
て
市
内
居
住
者
発
行
手
形
比
率
Ｃ
／
Ｄ

は
四
割
か
ら
六
割
の
あ
い
だ
を
変
動
し
、
市

内
居
住
者
手
形
に
お
け
る
無
担
保
比
率
Ａ
／

Ｃ
は
五
割
九
分
か
ら
六
割
七
分
へ
と
漸
増
じ

て
い
る
。
一
一
一
四
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
統

計
対
象
が
全
手
形
か
ら
市
内
居
住
者
手
形
へ

狭
め
ら
れ
た
の
に
無
担
保
手
形
比
率
に
ほ
と
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ん
ど
変
化
が
な
い
こ
と
か
ら
市
内
お
よ
び
市
外
居
住
者
手
形
の
無
担
保
比
率
に
差
が
な
い
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か

ら
逆
算
す
れ
ば
一
一
一
七
年
末
名
古
屋
割
引
「
市
場
」
に
流
通
す
る
無
担
保
手
形
は
全
体
の
六
割
七
分
、
九
一
一
五
万
円
に
達
す
る
。

第
一
一
一
に
、
無
担
保
手
形
比
率
の
動
向
を
よ
り
細
か
く
染
て
承
る
と
、
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
下
の
減
退
と
そ
の
後
の
回
復
の
一
一
局
面
を
含

む
・
一
一
一
四
年
一
月
に
は
八
二
八
万
円
あ
っ
た
無
担
保
手
形
は
年
末
に
は
五
六
八
万
円
へ
と
激
減
し
、
そ
の
比
重
も
七
割
か
ら
六
割
へ
と

低
下
し
た
。
預
金
銀
行
主
義
へ
の
転
換
に
も
と
ず
く
苛
酷
な
信
用
収
縮
に
よ
っ
て
信
用
力
の
乏
し
い
無
担
保
手
形
は
担
保
付
へ
き
り
か

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
三
二
年
印
紙
税
法
の
改
正
に
よ
っ
て
証
醤
貸
付
か
ら
転
じ
た
形
だ
け
の
約
束
手
形
の
多
く
は
、
こ
こ
で

泡
沫
の
如
く
霧
散
す
る
。
し
か
し
日
銀
の
厳
格
な
商
業
手
形
主
義
の
重
圧
の
も
と
に
自
律
的
形
成
の
歩
み
を
開
始
し
た
割
引
「
市
場
」

の
な
か
で
無
担
保
手
形
は
再
び
回
復
し
金
融
恐
慌
以
前
の
七
割
水
準
へ
近
づ
く
。
そ
れ
と
と
も
に
担
保
付
手
形
は
収
縮
し
て
ゆ
く
が
、

そ
れ
は
お
も
に
依
頼
Ⅱ
裏
書
担
保
付
手
形
が
無
担
保
に
き
り
か
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
裏
書
に
よ
っ
て
割
引
か
れ
た
手
形
は
、
振
出
手

形
の
直
接
割
引
に
く
ら
べ
て
商
品
流
通
に
ね
ざ
す
も
の
が
大
半
を
占
め
、
本
来
担
保
を
必
要
と
し
な
い
。
裏
書
担
保
付
手
形
の
商
業
手

形
へ
の
転
換
は
、
金
融
恐
慌
以
降
の
割
引
市
場
の
形
成
が
商
業
手
形
の
定
着
・
拡
充
の
も
と
に
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
四
に
、
名
古
屋
「
無
担
保
手
形
月
別
統
計
」
（
第
訂
表
）
に
よ
っ
て
一
一
一
四
年
か
ら
一
一
一
七
年
末
ま
で
の
無
担
保
・
担
保
付
手
形
の
推

移
を
か
な
り
克
明
に
お
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
も
っ
と
も
関
心
を
よ
ぶ
一
一
一
八
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
「
無
担
保
手
形
表
」
に
よ
る
市
内

居
住
者
発
行
無
担
保
手
形
の
年
末
残
高
（
第
拓
表
）
し
か
手
が
か
り
は
な
い
。
無
担
保
手
形
発
行
に
お
い
て
市
内
居
住
者
と
市
外
居
住

者
の
割
合
が
一
一
一
八
年
以
降
も
あ
重
り
変
化
が
な
い
と
す
れ
ば
、
市
内
手
形
の
年
末
残
高
は
市
内
外
を
含
む
無
担
保
手
形
全
体
の
動
向
を

反
映
す
る
・
第
鎚
表
に
承
る
よ
う
に
一
一
一
四
年
か
ら
一
一
一
八
年
ま
で
上
昇
を
つ
づ
け
た
「
無
担
保
手
形
表
」
残
高
す
な
わ
ち
市
内
居
住
者
発

行
手
形
は
、
三
割
九
分
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
二
割
水
準
に
そ
の
比
重
を
下
げ
る
。
こ
の
低
下
は
市
場
の
拡
大
に
よ
る
市
外
居
住
者
発
行

手
形
の
比
重
の
上
昇
と
無
担
保
手
形
比
率
自
体
の
低
下
あ
る
い
は
統
計
漏
れ
の
増
大
に
も
と
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
後
大
正
一
一
年
に
市
内



5６ 
居
住
者
発
行
手
形
は
全
体
の
三
割
七
分
へ
回
復
し
、
一
一
一
七
年
の
ピ
ー
ク
に
近
づ
く
。
一
一
一
八
年
以
降
に
お
け
る
市
場
拡
大
に
と
も
な
う
市

外
居
住
者
発
行
手
形
比
率
の
増
加
効
果
が
全
く
な
い
も
の
と
し
て
市
内
発
行
手
形
比
率
が
三
四
年
と
ほ
ぼ
同
じ
五
割
九
分
と
す
れ
ば
、

大
正
二
年
名
古
屋
同
盟
銀
行
手
形
割
引
三
二
七
四
万
円
の
う
ち
無
担
保
手
形
は
一
一
○
一
一
一
六
万
円
で
全
体
の
六
割
二
分
を
占
め
る
。
市
内

発
行
手
形
比
率
が
僅
か
に
五
分
だ
け
低
下
し
た
と
す
れ
ば
無
担
保
手
形
は
二
二
一
一
四
万
円
と
な
り
六
割
八
分
を
占
め
る
こ
と
と
な
る
。

百
歩
譲
っ
て
市
内
居
住
者
手
形
の
比
率
が
逆
に
五
分
上
が
っ
た
と
し
て
も
一
八
七
七
万
円
で
、
ｊ
な
お
五
割
七
分
を
保
つ
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
次
の
点
を
確
認
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
名
古
屋
手
形
割
引
「
市
場
」
に
お
い
て
無
担
保
手
形
は
、
三
七
年
末
に

は
実
に
六
割
七
分
、
九
二
五
万
円
に
達
す
る
。
大
正
二
年
末
に
お
い
て
も
二
千
万
円
に
達
し
、
そ
の
比
重
も
少
く
ゑ
つ
も
っ
て
も
五
割
、

お
そ
ら
く
は
六
割
を
上
廻
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
「
無
担
保
手
形
表
」
に
示
さ
れ
た
割
引
残
高
は
、
無
担
保
手
形
の
う
ち
の
市
内

居
住
者
発
行
手
形
の
柔
の
残
高
で
割
引
「
市
場
」
の
二
割
か
ら
三
割
を
構
成
す
る
。

残
る
大
阪
・
京
都
に
つ
い
て
は
『
経
済
便
覧
』
「
無
担
保
手
形
表
」
に
お
い
て
、
大
阪
・
京
都
の
「
各
銀
行
に
於
い
て
割
引
せ
る
無

（
２
）
 

担
保
約
束
手
形
を
種
別
統
計
せ
し
も
の
」
と
い
う
注
が
与
え
ら
れ
て
お
り
「
市
内
居
住
者
」
の
一
句
が
欠
け
て
い
る
。
こ
の
注
が
正
し

い
も
の
と
す
れ
ば
、
第
調
表
が
示
す
一
一
一
四
年
末
か
ら
三
五
年
初
め
の
時
点
で
大
阪
二
割
九
分
、
京
都
三
割
一
分
、
名
古
屋
三
割
一
分
の

比
重
は
、
大
阪
・
京
都
に
つ
い
て
は
割
引
「
市
場
」
に
お
け
る
無
担
保
手
形
の
割
合
を
示
し
、
こ
れ
に
対
し
て
名
古
屋
に
つ
い
て
は
よ

り
狭
い
市
内
居
住
者
発
行
無
担
保
手
形
の
割
合
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
検
討
し
た
よ
う
に
名
古
屋
割
引
「
市

場
」
に
占
め
る
無
担
保
手
形
全
体
の
比
重
が
六
割
で
あ
る
と
ぎ
、
大
阪
と
京
都
の
無
担
保
手
形
全
体
の
比
率
が
三
割
と
い
う
の
は
い
さ

さ
か
無
理
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
名
古
屋
割
引
「
市
場
」
の
三
割
を
占
め
る
市
内
居
住
者
発
行
無
担
保
手
形
と
比
較
す
る
ほ
う
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
も
し
も
そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
阪
・
京
都
の
「
無
担
保
手
形
表
」
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
名
古
屋
の
場
合
と
同
じ
く
大

阪
・
京
都
市
中
銀
行
の
割
引
手
形
の
う
ち
市
内
居
住
者
が
発
行
し
た
手
形
を
集
計
し
た
も
の
と
な
ろ
う
。
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こ
う
し
た
消
極
的
な
推
測
に
対
し
、
そ
れ
を
ま
つ
す
ぐ
に
実
証
す
る
資
料
が
な
い
。
た
だ
三
四
年
金
融
恐
慌
以
前
で
は
あ
る
が
三
○

年
五
月
一
二
日
現
在
の
大
阪
市
内
銀
行
に
よ
る
担
保
付
・
無
担
保
手
形
割
引
残
高
（
商
業
興
信
所
調
）
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
割

（
３
）
 

引
総
額
一
一
一
八
五
三
万
円
の
う
ち
担
保
付
二
四
七
四
万
円
、
無
担
保
一
一
一
一
七
九
万
円
で
あ
る
。
当
時
の
大
阪
組
合
銀
行
に
よ
っ
て
報
告
さ

れ
た
手
形
割
引
総
額
は
未
報
告
が
あ
っ
て
二
一
一
一
○
万
円
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
の
商
業
興
信
所
に
よ
る
調
査
は
未
報
告
銀
行
を
含
む
手

形
割
引
の
実
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
無
担
保
手
形
が
割
引
「
市
場
」
に
占
め
る
比
重
は
一
一
一
割
五
分
で
あ
る
。
比
較
的
低
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
日
銀
を
頂
点
と
す
る
オ
ー
零
ハ
ー
ロ
ー
ン
体
制
の
も
と
で
商
業
手
形
の
自
律
的
展
開
が
未
だ
本
格

化
せ
ず
、
日
銀
主
導
に
よ
る
株
式
担
保
手
形
割
引
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
事
情
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
こ
の
三
割

五
分
を
示
し
た
無
担
保
手
形
比
率
が
、
一
一
一
○
年
五
月
か
ら
三
四
年
一
月
に
か
け
て
「
無
担
保
手
形
表
」
が
伝
え
る
二
割
九
分
の
水
準
ま

で
低
下
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
る
。
低
下
し
た
と
す
れ
ば
、
第
妬
表
に
掲
げ
た
「
無
担
保
手
形
表
」
は
大
阪
市
内
銀
行
が
割
引
い
た
無

担
保
手
形
全
体
を
示
す
。
低
下
し
な
か
っ
た
ぱ
あ
い
に
は
、
「
無
担
保
手
形
表
」
は
無
担
保
手
形
割
引
の
全
体
で
は
な
く
、
そ
の
一
部

の
市
内
居
住
者
発
行
分
を
示
し
、
三
○
年
の
無
担
保
手
形
比
率
三
割
五
分
と
は
連
続
し
な
い
。

一
一
一
一
一
年
の
印
紙
税
の
改
正
に
よ
る
証
書
貸
付
の
手
形
割
引
へ
の
シ
フ
ト
を
は
さ
ん
で
、
一
一
一
○
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
一
一
一
千
九
百
万

円
か
ら
七
千
万
円
へ
と
一
・
八
倍
の
飛
躍
的
発
展
を
と
げ
た
大
阪
組
合
銀
行
の
手
形
割
引
に
お
い
て
無
担
保
・
担
保
付
構
成
が
ど
の
よ

う
に
動
い
た
か
、
直
接
示
す
資
料
は
な
い
。
し
か
し
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
無
担
保
手
形
表
」
は
、
三
四
年
に
つ
い
て
は
大
阪
と
神

戸
を
含
ん
だ
数
字
を
掲
げ
て
お
り
（
第
妬
表
）
、
神
戸
の
無
担
保
・
担
保
付
構
成
が
わ
か
れ
ば
、
逆
算
に
よ
っ
て
大
阪
の
無
担
保
・
担
保

付
構
成
の
お
お
ま
か
な
水
準
を
推
定
し
う
る
。
幸
い
『
大
阪
銀
行
通
信
録
」
に
神
戸
同
盟
銀
行
水
曜
会
の
調
査
に
よ
る
三
四
年
の
七
月

一
五
日
現
在
の
無
担
保
担
保
付
貸
出
構
成
が
わ
か
る
（
第
如
表
）
。
こ
の
内
訳
に
つ
い
て
は
の
ち
に
く
わ
し
く
検
討
す
る
が
手
形
割
引

と
貸
付
金
を
含
む
全
貸
出
一
五
九
八
万
円
の
う
ち
無
担
保
信
用
は
八
九
四
万
円
で
五
割
六
分
を
占
め
る
。
手
形
割
引
は
総
貸
出
の
七
割



顕
四
分
と
大
勢
を
占
め
、
兵
庫
県
に
お
け
る
六
月
末
の
定
期
貸
付
と
当
座
賛
趣
の
無
担
保
比
率
が
四
割
六
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
手
形
割
引

に
お
け
る
無
担
保
比
率
も
こ
の
五
割
六
分
に
近
い
水
準
に
あ
っ
た
と
し
て
ま
ず
ま
ち
が
い
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
商
業
興
信
所
『
経

（
４
）
 

済
便
覧
』
一
無
担
保
手
形
表
」
を
掲
げ
る
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
は
、
そ
の
後
注
で
神
一
戸
の
「
無
担
保
手
形
」
を
阪
神
全
体
の
四
分
の

一
の
四
百
万
円
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
当
時
の
神
戸
同
盟
銀
行
の
手
形
割
引
一
一
四
二
万
円
の
三
割
五
分
を
占
め
る
。
「
水
曜
会
」
調

と
商
業
興
信
所
調
の
二
つ
の
無
担
保
手
形
残
高
の
あ
い
だ
に
二
割
に
お
よ
ぶ
ひ
ら
き
が
あ
る
。
こ
の
ひ
ら
き
が
、
調
査
時
点
が
七
月
一

五
日
と
一
月
末
と
大
き
く
違
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
な
お
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
う
る
と
す
れ
ば
、
商
業
興
所
信
調
の
「
無
担

保
手
形
表
」
の
阪
神
割
引
残
高
は
、
水
曜
会
調
が
示
す
無
担
保
手
形
の
一
部
、
す
な
わ
ち
大
阪
。
神
戸
両
市
の
居
住
者
が
発
行
す
る
無

担
保
手
形
の
割
引
残
高
を
示
す
も
の
と
す
る
さ
き
の
想
定
を
支
持
す
る
。

三
四
年
当
時
阪
神
金
融
市
場
を
か
た
ち
づ
く
る
大
阪
と
神
戸
の
手
形
割
引
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
大
阪

手
形
割
引
「
市
場
」
に
お
け
る
無
担
保
機
成
比
は
さ
き
に
示
し
た
神
戸
で
の
五
割
六
分
と
大
差
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
比
率
を
そ
の
ま
ま
用
い
れ
ば
、
三
四
年
一
月
大
阪
で
の
無
担
保
手
形
総
残
高
は
ほ
ぼ
三
千
五
百
万
円
に
達
す
る
。
「
無
担

・
保
手
形
表
」
が
示
す
二
千
万
円
は
、
そ
の
う
ち
の
市
内
居
住
者
発
行
手
形
の
残
高
で
、
無
担
保
手
形
割
引
全
体
に
占
め
る
割
合
は
五
割

七
分
で
あ
る
。
こ
の
無
担
保
手
形
に
お
け
る
市
内
居
住
者
発
行
手
形
の
比
重
を
基
礎
に
し
て
「
無
担
保
手
形
表
」
を
材
料
に
し
て
、
大

阪
手
形
割
引
「
市
場
」
に
流
通
す
る
無
担
保
手
形
残
高
を
推
定
で
き
る
。
明
治
三
四
年
か
ら
大
正
二
年
に
か
け
て
の
一
二
年
間
に
、
四

○
年
を
画
期
と
す
る
近
畿
一
円
の
「
中
央
」
市
場
と
し
て
の
大
阪
手
形
割
引
「
市
場
」
の
発
展
が
あ
り
、
市
場
に
お
け
る
市
外
居
住
者

発
行
手
形
の
比
重
は
著
し
く
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
効
果
が
な
か
っ
た
と
仮
定
し
て
も
無
担
保
手
形
全
体
の
割
引
高
は
ほ

ぼ
九
千
万
円
、
全
割
引
高
の
四
割
で
あ
る
。
そ
の
効
果
を
考
慮
し
て
市
内
発
行
手
形
比
率
が
五
割
七
分
か
ら
五
割
へ
下
が
っ
た
と
す
れ

ば
一
億
円
を
凌
駕
し
、
そ
の
割
合
も
四
割
五
分
へ
高
ま
る
。
さ
ら
に
比
重
が
四
割
へ
下
が
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
一
億
三
千
万
円
、
五
割
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七
分
に
達
す
る
○
四
○
年
代
に
お
け
る
神
戸
・
名
古
屋
・
和
歌
山
な
ど
近
畿
一
円
の
優
良
手
形
の
吸
収
力
を
考
慮
す
れ
ば
鱈
大
阪
の
市

内
発
行
手
形
比
率
は
五
割
を
割
り
四
割
の
水
準
へ
接
近
し
無
担
保
手
形
は
割
引
「
市
場
」
の
半
ば
を
制
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
阪
に
お
け
る
無
担
保
手
形
割
引
残
高
の
推
定
を
め
ぐ
っ
て
以
上
の
如
き
推
論
が
的
を
は
ず
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
商
業
興
信
所

一
．
経
済
便
覧
』
「
無
担
保
手
形
表
」
は
、
そ
の
後
注
が
語
る
よ
う
に
市
内
銀
行
が
割
引
い
た
市
内
外
を
含
む
無
担
保
手
形
の
全
体
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
割
引
「
市
場
」
に
占
め
る
無
担
保
手
形
の
比
重
は
明
治
三
○
年
五
月
か
ら
大
正
三
年
一
月
に
か
け

て
、
三
割
五
分
か
ら
一
一
割
三
分
へ
と
漸
減
し
、
無
担
保
手
形
の
位
麗
は
全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
る
。
乏
し

い
資
料
ゆ
え
明
快
な
解
答
を
控
え
る
が
、
そ
の
限
界
の
な
か
で
は
先
き
の
推
論
を
一
応
の
帰
結
と
し
て
提
出
し
た
い
。

京
都
の
場
合
に
は
、
推
定
を
試
柔
る
資
料
さ
え
な
い
が
、
大
阪
の
「
無
担
保
手
形
表
」
が
市
内
居
住
者
発
行
無
担
保
手
形
を
対
象
と

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
京
都
も
同
一
の
帰
結
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
第
鍋
表
に
お
い
て
三
五
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
一
一
一
割
か

ら
四
割
台
へ
と
飛
躍
が
承
ら
れ
、
無
担
保
手
形
の
拡
充
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
統
計
対
象
の
拡
大
が
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
も
っ
と
も
京
都
に
お
い
て
は
市
内
居
住
者
の
発
行
手
形
が
大
勢
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
無

担
保
手
形
表
」
の
対
象
を
市
内
居
住
者
手
形
と
し
よ
う
と
無
担
保
手
形
全
体
と
し
よ
う
と
そ
の
差
は
大
阪
ほ
ど
大
き
な
も
の
と
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
大
阪
の
例
に
な
ら
っ
て
「
無
担
保
手
形
表
」
は
市
内
居
住
者
手
形
の
対
象
と
す
る
も
の
と
す
る
。

京
都
の
手
形
割
引
に
お
け
る
市
内
居
住
者
発
行
の
無
担
保
手
形
の
比
重
は
、
一
一
一
五
末
か
ら
三
七
年
末
の
あ
い
だ
で
飛
躍
的
な
伸
び
を
示

し
そ
の
後
漸
増
し
大
正
五
年
に
は
五
割
の
大
台
に
達
す
る
。
こ
の
飛
趨
は
市
内
発
行
無
担
保
手
形
が
わ
ず
か
な
増
加
傾
向
を
維
持
し
た

の
に
手
形
割
引
総
額
が
四
六
○
万
円
も
激
減
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
一
一
五
年
か
ら
一
一
一
七
年
に
か
け
て
担
保
付
手
形
か
あ
る
い

は
市
外
居
住
者
発
行
無
担
保
手
形
が
激
減
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
大
戦
直
前
の
市
内
居
住
者
発
行
の
無
担
保
手
形
は
、
大
阪
の
割
引

「
市
場
」
の
二
割
三
分
、
名
古
屋
が
一
一
一
割
七
分
、
こ
れ
に
対
し
て
京
都
は
五
割
の
高
い
比
重
を
占
め
る
。
こ
の
三
都
市
の
格
差
は
、
無
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以
上
の
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
手
形
割
引
「
市
場
」
を
め
ぐ
る
『
経
済
便
覧
』
「
無
担
保
手
形
表
」
の
吟
味
を
と
う
し
て
、
三
市
場

で
割
引
か
れ
る
無
担
保
手
形
の
位
置
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
大
戦
直
前
に
お
い
て
割
引
「
市
場
」
に
占
め
る
無
担

保
手
形
の
比
重
は
、
大
阪
で
五
割
水
準
、
名
古
屋
で
五
割
か
ら
六
割
、
京
都
で
六
割
か
ら
七
割
に
達
し
て
い
た
も
の
と
想
定
し
う
る
。

こ
の
想
定
が
乏
し
い
資
料
的
制
約
の
う
え
で
生
ゑ
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
一
層
の
新
資
料
に
よ
る
吟
味
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
大
阪
・
名
古
屋
・
京
都
の
手
形
割
引
「
市
場
」
の
半
ば
以
上
が
無
担
保
手
形
で
あ
っ
た
こ
と
を
仮
説

と
し
て
提
出
す
る
。
こ
の
な
か
に
は
泡
沫
企
業
の
醤
合
い
手
形
な
ど
の
い
か
が
わ
し
い
手
形
も
も
ち
ろ
ん
含
ん
で
い
る
が
、
綿
エ
業
ｌ

織
物
案
を
軸
と
し
て
高
成
長
を
と
げ
る
日
本
資
本
主
義
が
運
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
点
つ
づ
け
ら
れ
る
再
生
産
に
必
要
な
運
転
資
金

の
半
ば
が
、
こ
の
無
担
保
手
形
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
こ
と
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

運
転
資
金
の
調
達
の
方
法
は
、
無
担
保
手
形
割
引
と
な
ら
ん
で
商
品
担
保
手
形
割
引
が
重
要
な
役
割
を
は
た
す
。
無
担
保
と
商
品
担

保
に
よ
る
手
形
割
引
が
日
本
信
用
機
構
に
お
け
る
商
業
金
融
の
中
核
を
か
た
ち
づ
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手
形
割
引
「
市
場
」
に
お
い
て

商
品
担
保
手
形
が
ど
れ
ほ
ど
の
比
重
を
も
っ
て
い
た
か
、
こ
の
問
題
に
て
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
の
手
形
割
引
担
保
別
構
成
表

を
わ
れ
わ
れ
は
未
だ
手
に
入
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
不
透
明
な
欠
落
領
域
は
推
定
値
に
よ
っ
て
補
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

『
経
済
便
覧
』
は
大
阪
・
神
戸
・
京
都
・
名
古
屋
に
お
け
る
「
市
内
倉
庫
会
社
保
管
貨
物
月
別
統
計
表
」
を
掲
げ
て
い
る
。
商
品
担

保
手
形
割
引
は
、
倉
庫
会
社
が
発
行
す
る
倉
庫
証
券
を
担
保
と
し
て
行
わ
れ
る
。
そ
の
担
保
掛
目
は
商
品
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
平

担
保
手
形
全
体
の
比
重
の
高
低
と
な
ら
ん
で
無
担
保
手
形
に
お
け
る
市
外
居
住
者
発
行
手
形
の
比
重
の
高
低
に
依
存
す
る
。
三
都
市
に

お
け
る
市
外
手
形
の
比
重
は
、
三
四
年
以
降
四
○
年
代
の
低
金
利
を
へ
る
な
か
で
大
戦
直
前
で
は
京
都
八
名
古
屋
Ａ
大
阪
と
い
う
差
が

か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
市
外
手
形
の
比
重
が
二
割
台
で
あ
れ
ば
京
都
の
無
担
保
手
形
は
全
体
の
六
割
台
を
占

め
る
で
あ
ろ
う
。
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均
六
割
か
ら
八
割
で
あ
ろ
う
。
倉
庫
貨
物

金
額
に
掛
目
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
商

品
担
保
手
形
割
引
の
お
お
ま
か
な
概
要
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
第
銘
表
と
し
て

大
阪
・
神
戸
・
京
都
・
名
古
屋
市
に
お
け

る
大
戦
直
前
の
主
要
商
品
別
の
倉
庫
保
管

金
額
と
商
品
担
保
手
形
割
引
推
計
額
を
掲

げ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
近
畿
四
都
の
商
品
担

保
割
引
の
特
徴
を
整
理
す
る
。
ま
ず
は
じ

め
に
倉
庫
保
管
貨
物
価
額
を
比
較
す
る
と

大
阪
が
他
の
三
都
に
比
べ
て
隔
絶
し
た
規

模
を
誇
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
。

神
戸
・
名
古
屋
・
京
都
が
と
も
に
二
百
万

か
ら
二
五
○
万
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の

に
大
阪
は
そ
の
ほ
ぼ
一
五
倍
強
の
四
千
万

円
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
は
旧
幕
以
来
か

た
ち
づ
く
ら
れ
た
商
品
流
通
の
全
国
的
集

約
点
と
し
て
の
大
阪
の
位
置
を
明
瞭
に
示
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し
て
い
る
。
次
に
商
品
別
の
内
訳
を
承
て
承
る
と
、
大
阪
・
名
古
屋
は
分
散
型
、
神
戸
・
京
都
は
集
中
型
の
構
成
を
示
す
・
神
戸
で
は

米
雑
殻
が
全
体
の
四
割
を
占
め
、
残
り
四
割
を
肥
料
、
綿
花
、
金
属
機
械
、
軸
木
が
う
め
る
。
京
都
で
は
葉
英
が
四
割
、
そ
れ
に
織

物
、
綿
花
、
米
雑
穀
が
残
り
四
割
を
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
名
古
屋
で
は
一
品
集
中
は
な
く
、
米
雑
穀
、
砂
糖
、
織
物
、
綿
花
、
肥

料
が
肩
を
な
ら
べ
、
諸
糸
、
和
洋
紙
を
加
え
て
八
割
五
分
を
制
す
る
。
西
日
本
の
貨
物
集
散
基
地
と
し
て
隔
絶
し
た
力
を
も
つ
大
阪
に

お
い
て
は
そ
の
分
散
傾
向
は
一
層
強
ま
る
。
織
物
、
綿
花
、
砂
糖
が
三
大
支
柱
を
な
し
、
そ
れ
に
金
属
機
械
、
米
雑
穀
さ
ら
に
諸
糸
、

和
洋
紙
、
肥
料
が
つ
づ
き
、
こ
の
八
品
目
で
全
体
の
九
割
を
カ
バ
ー
す
る
。
こ
の
よ
う
な
倉
庫
貨
物
構
成
に
よ
っ
て
次
の
点
を
ゑ
て
と

れ
る
。
第
一
に
、
こ
の
構
成
に
参
加
す
る
品
目
は
さ
き
に
ゑ
た
無
担
保
手
形
の
品
目
と
ほ
ぼ
重
さ
な
る
。
た
だ
各
市
と
も
無
担
保
割
引

に
お
い
て
は
比
重
の
低
か
っ
た
米
雑
穀
が
倉
庫
貨
物
の
支
柱
を
な
し
て
い
る
点
が
異
な
る
。
第
二
に
、
集
中
型
の
構
成
を
と
る
神
戸
・

京
都
で
は
倉
庫
機
能
の
大
半
は
大
阪
に
吸
収
さ
れ
、
大
阪
を
補
完
す
る
地
位
に
立
つ
。
名
古
屋
は
大
阪
と
同
じ
く
万
通
な
く
分
散
し
た

構
成
を
と
り
、
大
阪
と
は
相
対
的
に
独
立
し
た
地
位
を
保
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
商
品
の
倉
庫
証
券
を
担
保
と
し
て
銀
行
信
用
が
ひ
き
だ
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
倉
庫
証
券
価
額
の
満
額
が
貸
出
さ
れ
ず
、

そ
の
担
保
率
は
商
品
に
よ
っ
て
異
な
る
が
そ
の
六
割
か
ら
八
割
に
す
ぎ
な
い
。
商
品
を
担
保
と
す
る
銀
行
信
用
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の

で
あ
る
か
、
お
お
ま
か
の
見
当
を
つ
け
る
た
め
に
倉
庫
貨
物
価
額
と
担
保
率
と
に
よ
っ
て
推
算
を
試
承
る
。
表
の
最
後
段
が
そ
れ
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
担
保
率
六
割
と
八
割
の
二
つ
の
場
合
に
つ
い
て
掲
げ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
担
保
率
を
六
割
を
と
ろ
う
が
八
割
と
し
よ

う
が
手
形
割
引
全
体
に
お
け
る
比
重
は
た
い
し
た
違
い
が
な
い
。
最
も
そ
の
比
重
が
高
い
の
は
大
阪
で
ほ
ぼ
一
割
か
ら
一
割
五
分
、
名

古
屋
、
京
都
で
そ
の
半
分
の
五
分
か
ら
七
分
、
神
戸
は
さ
ら
に
そ
の
半
分
で
あ
る
。
そ
の
商
品
別
・
地
域
別
構
成
は
、
さ
き
に
整
理
し

た
倉
庫
貨
物
価
額
に
お
け
る
構
成
上
の
特
質
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
、
中
京
お
よ
び
京
阪
神
一
円
の
倉
庫
機
能
お
よ
び
金
融
中
枢
機
能
が

大
阪
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
な
か
で
神
戸
、
京
都
、
名
古
屋
の
順
に
相
対
的
自
立
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
》
」
の
推
計
は
、
商
品
担
保
に
よ
る
銀
行
信
用
を
全
て
手
形
割
引
と
し
た
こ
と
、
ま
た
一
倉
庫
商
品
が
一
一
重
三
重
に
銀
行

信
用
を
導
入
し
な
い
こ
と
と
い
う
仮
定
の
う
え
に
立
っ
て
い
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
手
形
割
引
が
銀
行
信
用
の
大
半
を
占
め
る
こ

と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
そ
の
推
計
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
さ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
砂
糖
金
融
に
ゑ
ら
れ
る

よ
う
に
一
枚
の
倉
庫
証
券
か
ら
同
時
に
幾
重
に
も
銀
行
信
用
が
ひ
き
だ
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
れ
は
取
引
決
済
方
法
に
よ
る
が
、

そ
の
倍
数
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
は
全
く
手
が
か
り
が
な
い
。

商
品
担
保
手
形
割
引
を
め
ぐ
る
推
計
が
ど
れ
ほ
ど
事
実
を
反
映
し
て
い
る
も
の
か
、
そ
れ
を
確
か
め
る
ひ
と
つ
の
手
だ
て
と
し
て
第

鋼
表
を
掲
げ
る
。
日
銀
大
阪
支
店
調
に
よ
る
阪
神
地
方
の
「
綿
糸
及
び
他
の
重
要
商
品
に
対
す
る
貸
出
高
」
表
で
、
綿
花
手
形
残
高
を

加
え
る
と
阪
神
五
品
手
形
割
引
の
規
模
が
正
確
に
つ
か
め
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
商
業
手
形
お
よ
び
商
品
担
保
手
形
を
あ
わ
せ
た
商
業
金

融
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
阪
神
金
融
市
場
に
お
い
て
重
要
な
位
腫
を
占
め
る
綿
花
・
綿
糸
・
呉
服
・
木
綿
・
洋
反

物
・
砂
糖
の
無
担
保
お
よ
び
商
品
担
保
の
総
貸
出
高
は
銀
行
信
用
全
体
の
一
割
一
分
か
ら
一
割
七
分
を
占
め
る
。
も
ち
ろ
ん
綿
花
手
形

割
引
が
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
と
は
い
え
、
呉
服
木
綿
、
洋
反
物
、
砂
糖
と
も
に
ピ
ー
ク
に
は
綿
花
の
三
分
の
一
の
一
千
万
円
を

こ
え
、
ボ
ト
ム
に
近
づ
く
に
つ
れ
綿
花
と
の
差
は
ち
ぢ
ま
る
。

こ
の
主
要
五
品
に
対
す
る
銀
行
信
用
に
お
け
る
無
担
保
と
商
品
担
保
の
分
割
比
に
つ
い
て
、
こ
の
表
は
何
も
知
ら
せ
て
く
れ
な
い
。

個
々
に
つ
い
て
は
別
の
資
料
に
よ
っ
て
綿
花
、
綿
糸
、
砂
糖
の
手
形
割
引
に
つ
い
て
わ
か
る
。
大
正
二
年
五
月
末
の
時
点
で
、
無
担
保
．

（
５
）
 

商
品
担
保
手
形
に
占
め
る
無
担
保
手
形
の
割
合
は
、
砂
糖
四
割
八
分
、
綿
花
六
割
七
分
、
綿
糸
七
割
で
あ
る
。
こ
の
担
保
構
成
か
ら
承

る
か
ぎ
り
、
砂
糖
手
形
は
明
治
末
次
第
に
信
用
力
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
商
品
担
保
の
支
え
な
く
し
て
は
充
分
な
運
転

資
金
を
調
達
し
え
ず
、
そ
れ
は
四
○
年
以
前
の
綿
花
綿
糸
手
形
の
信
用
力
に
対
応
す
る
と
い
え
よ
う
。
残
り
の
洋
反
物
・
呉
服
木
綿
の

担
保
構
成
は
わ
か
ら
な
い
。
．



6４ 

第39表大正三年阪神における重要商品に対する銀行貸出高 (千円）

鵜花|綿※|繩|…|砂艫|計』朧
Ａ/Ｂ 
％ 

3j607 

5,001 

382,988 

378,513 

389.801 

510 ８７１１ ８３３４１４６．６２０ 12.2 

月１
２
３
４
５
６
７
８
９
，
，
辺

16,458 

13,561 

16,967 

17,744 

30,283 

30,971 

34,O18 

33j661 

27jO61 

19j914 

12j744 

14,471 

９
８
８
９
０
９
０
０
０
０
９
８
 

１
１
１
１
１
 

112 ７１５３１ 7,937 42.1442 11.1 

7.979 ４．６２０ 867 

627 

９J213 

10322 

47.646 12.2 

397,508 

404.548 

13.4 ６，９４６ ８４９５ 53,134 

11.139 64,413 

64,597 

15.9 ４２２５ 143 ８６２３ 

870 8.620 10.675 405,518 15.9 ４．４６１ 

9,45668,052 410.621 16.6 015 ７，６６８ 
ｳ 

10,050 

6.895 

412.401 16.8 8.705 627 69,078 6.035 

15.2 398`６４５ 406 10.571 7,816 60,765 4.911 

397j469 

389.146 

13.1 10.586 7．２８１ 52,244 

43,431 

41,016 

133 

350 

4,330 

11.2 10.332 6.443 4.562 

10.4 393.169 713 8.502 5.997 3.333 

明
信

こ
の
担
保
構
成
比
に
よ
っ
て
第
鉛
表
か
ら
商
品
担
保
手
形
割
引

料
通

寧
繩
残
高
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
正
二
年
五
月
、
砂
糖
の
無
担

錘
糎
保
・
商
品
担
保
手
形
割
引
の
総
残
高
二
一
四
万
円
、
無
担
保
比

躰
吋
率
四
割
八
分
で
あ
る
か
ら
担
保
付
割
引
は
五
七
九
万
円
と
な
る
。

劉鼬このとき倉庫保管砂糖価額は一○六○万円であったか
ら

調
祷
担
保
率
は
五
割
五
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
計
算
に
よ

ル銀って綿糸・綿花の担保率をもとめるとそれぞれ九割一一一
ス
〈
口

熱
組
，
，
分
、
一
○
割
一
一
一
分
と
な
る
。
以
上
一
一
一
点
し
か
確
認
し
え
な
い
が
、

所
り

凋
剪
商
品
に
よ
っ
て
担
保
率
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
大

率
託
き
さ
は
資
本
の
信
用
力
を
反
映
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
し
か
し
絶

及
九
大
な
信
用
力
を
も
つ
綿
花
担
保
割
引
に
お
い
て
も
倉
庫
証
券
価
額

融
，

峰
聿
を
三
分
こ
え
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
以
上
の
点
か

締
極
ら
す
れ
ば
、
さ
き
に
算
出
し
た
担
保
率
八
割
と
し
た
推
計
値
を
も

花
巻
っ
て
商
品
担
保
手
形
割
引
残
高
の
ひ
と
つ
の
め
や
す
と
す
る
こ
と

棉
一
一
一

吋
鐘
は
で
き
よ
う
・

支
ｊ
・

阪
篇
り
以
上
の
無
担
保
お
よ
び
商
品
担
保
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
推
計

鑓罐“‐をもとに手形割引「市場」における商業金融の位置を正
確
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
お
ま
か
な
規
模
を
お
し
ほ
か
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第４o表神戸同盟銀行担保別貸出構成

明治34年７月15日 37年６月15日 39年１月15日

(千円）
185,9 

（千円）
1.927.1 

(万円）
４，４４８ 

１，１６１ 

１，６３３ 

％
２
１
８
４
３
４
８
１
 

●
●
●
●
●
０
０
●
 

１
０
２
０
１
０
１
０
 

％ 
12.7 米'雑穀

肥料

綿、花

綿糸

洋反物

鉄類

砂糖

軸木

洋(麦）粉

公償

株券社債

雑品

船舶家屋地所

２１．０ 680.0 3.3 

4.6 451.2 2.429.0 

66.0 

208.7 

９
３
１
２
７
３
 

０
０
●
●
■
■
 

０
０
５
０
０
３
 

251.2 2．９５２ 

８
４
５
２
０
３
 

●
●
●
●
●
●
 

０
０
０
０
１
３
 

67.1 76.7 138 

281.7 1471.3 177 

11.0 69.2 ５９ 

３５４ 189.6 

５
 ●
 

８
 
９
 

５
 Ｊ
 

２
 

－
卜
Ｉ

968.4 1.161 
16.3 

4.449.3 15.4 6.829 19.4 

1.031.0 6.5 1.656.3 5.7 

7.1 

1,043 3.0 

7.1 2.119.7 13.3 2,050.8 2.480 

Ｆ
】
’
Ｒ
】
・
Ｒ
ｕ

鵡
一
響

離
一
繭

三四年は『大阪銀行通信録』第四九号（Ｍ三四・九）掲戟の神戸同盟銀行水畷会
調，三七年は「三井銀行史料６報知附録」第一八七号三七頁（Ｍ三七・七・七）
掲峨，三九年は「三井銀行報知付録』第四四○号（Ｍ三九・二・一）より。

る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
無
担
保
手
形
の
比
重
は
、

五
割
か
ら
七
割
の
範
囲
に
大
阪
・
名
古
屋
・
京

都
の
順
に
な
ら
ぶ
。
こ
れ
に
大
阪
一
割
五
分
、

名
古
屋
・
京
都
六
’
八
分
か
ら
な
る
商
品
担
保

割
引
の
比
重
を
加
え
る
と
、
手
形
割
引
「
市
場
」

に
お
け
る
商
業
金
融
は
、
大
阪
・
名
古
屋
・
京

都
と
も
に
六
割
か
ら
八
割
の
比
重
を
占
め
る
も

の
と
推
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
京
都

が
も
っ
と
も
そ
の
比
重
が
高
く
、
一
段
下
が
っ

て
大
阪
と
名
古
屋
が
あ
り
、
大
阪
は
名
古
屋
と

同
水
準
か
あ
る
い
は
僅
か
に
低
い
水
準
に
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
『
経
済
便
覧
」
「
無
担
保
手
形
表
」

を
も
と
に
西
日
本
の
金
融
中
枢
を
か
た
ち
づ
く

る
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
に
お
け
る
無
担
保
手

形
と
商
品
担
保
手
形
の
残
高
を
推
定
し
、
割
引

「
市
場
」
に
お
い
て
商
業
金
融
が
ど
の
く
ら
い

ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
か
、
そ
の
お
お
ま
か
の



6６ 

第41表明治三六年六月末三井銀行本支店における無担保信用

無担保貸出比率
諸貸金残高｜無担保残高

36年６月30日'35年12月31日'35年６月30日

歌
古
日
計

東
深
横
足
函
小
大
京
大
神
和
広
下
門
三
長
名
四

京
川
浜
利
館
樽
阪
都
津
戸
山
島
関
司
池
崎
屋
市

6,068 

４４４ 

２，２７１ 

２３９ 

１９２ 

１９３ 

１，３６７ 

７０８ 

１６２ 

1,074 

１８１ 

１１４ 

１３５ 

２０３ 

８１ 

３４１ 

３６４ 

166 

14,303 

９，６７１ 

１，９５８ 

３，１８８ 

３０４ 

２６３ 

３７３ 

２，３８１ 

1,005 

３０４ 

１，６０７ 

８１６ 

１６６ 

２５７ 

１，２４４ 

１３３ 

６１３ 

６４８ 

735 

25,666 

７
８
３
５
１
８
５
４
４
８
３
６
６
３
５
７
２
６
７
 

●
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
、
■
●
●
■
●
０
６
●
。
Ｃ
Ｄ
●
●

砲
皿
刀
氾
ね
、
師
、
詔
髄
翠
閖
駆
狙
印
弱
妬
型
弱

６
９
７
１
５
７
５
７
８
４
２
７
４
５
１
８
６
１
Ｏ
 

４
ａ
５
ａ
０
４
４
ａ
２
０
ａ
９
９
ａ
ａ
５
４
５
ａ
 

８
３
５
７
６
５
６
６
６
５
５
６
５
２
６
６
７
２
６
 

７
１
２
９
４
２
７
１
７
１
０
４
９
７
７
０
２
３
１
 

●
●
●
』
●
●
●
、
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ

５
７
５
８
戸
。
５
７
８
８
０
９
０
２
「
０
３
９
０
０
５

８
１
７
７
８
６
６
４
３
７
３
７
６
１
６
４
９
８
６
 

り
附
倣
を
試
染
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
問
題
の
焦

よ詞
点
を
な
す
有
価
証
券
担
保
に
よ
る
手
形
割
引

噸
の
比
重
は
多
く
と
も
一
一
割
か
ら
四
割
と
か
な

鏑
り
せ
ば
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
限
定
づ

罐
け
が
薄
弱
な
資
料
の
も
と
で
の
推
定
で
あ
る

醗
か
ら
、
あ
た
か
も
ガ
ラ
ス
の
城
の
如
き
お
ぽ

支隊
つ
か
な
さ
を
禁
じ
え
な
い
が
、
そ
れ
が
全
く

つ
の
砂
上
の
楼
閣
と
し
て
棄
却
し
え
な
い
最
後

一一七の
さ
さ
や
か
な
杭
と
し
て
次
の
二
表
を
掲
げ

一
一
て
こ
の
長
い
章
を
し
め
く
く
り
た
い
。

皿
銀
行
信
用
の
担
保
別
構
成
に
つ
い
て
は
い

霊
く
つ
か
の
断
片
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

四第
が
、
そ
の
な
か
で
全
体
を
鳥
戯
し
う
る
あ
る

』艫
程
度
信
頼
す
る
に
足
る
も
の
と
し
て
神
戸
仁

辨
つ
い
て
の
断
片
が
あ
る
。
い
く
つ
か
の
資
料

露
に
散
在
す
る
断
片
を
集
め
る
と
一
一
一
○
年
代
の

》
一
一
一
つ
の
時
期
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
数
字
を

Ｐ
ｄ
８
 

も
つ
》
」
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
一
一
○
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年
代
の
神
戸
同
盟
銀
行
に
お
け
る
銀
行
信
用
の
担
保
別
構
成
、
と
く
に
無
担
保
お
よ
び
有
価
証
券
担
保
の
比
重
が
明
確
と
な
る
。
第
一

の
資
料
は
『
大
阪
銀
行
通
信
録
」
に
掲
載
さ
れ
た
一
一
一
四
年
七
月
一
五
日
神
戸
同
盟
銀
行
水
曜
会
調
の
も
の
で
あ
り
、
第
二
第
三
の
資
料

は
『
三
井
銀
行
報
知
付
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
一
一
一
七
年
と
一
一
一
九
年
の
一
月
一
五
日
調
の
も
の
で
あ
り
、
調
査
月
日
に
六
ケ
月
の
づ
れ
が
あ

る
点
が
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
割
引
お
よ
び
貸
付
を
ふ
く
む
銀
行
貸
出
総
額
は
五
年
の
あ
い
だ
に
一
五
九
八
万
円
か
ら
三
五

一
五
万
円
へ
と
一
一
・
一
一
倍
の
伸
び
を
示
し
た
の
に
対
し
そ
の
う
ち
無
担
保
信
用
は
八
九
四
万
円
か
ら
一
五
四
七
万
円
へ
と
一
・
七
倍
の

増
加
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
無
担
保
信
用
の
比
重
は
五
割
六
分
か
ら
四
割
四
分
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
無
担
保
信
用
と
担
保

付
信
用
の
比
重
の
逆
転
は
、
三
四
年
金
融
恐
慌
後
の
一
一
一
七
年
六
月
ま
で
に
す
で
に
お
き
て
い
る
。
担
保
付
信
用
の
内
訳
を
糸
て
承
る
と

そ
の
半
ば
を
有
価
証
券
担
保
と
不
動
産
担
保
と
が
占
め
て
い
る
。
有
価
証
券
担
保
は
一
一
一
四
年
七
月
か
ら
三
九
年
一
月
ま
で
一
一
六
○
万
か

ら
七
九
九
万
円
へ
と
三
・
一
倍
の
伸
び
を
示
し
そ
の
比
重
も
一
割
六
分
、
一
割
九
分
、
一
一
割
三
分
へ
と
漸
増
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
公

債
担
保
は
一
一
一
分
で
ほ
と
ん
ど
う
ご
か
ず
、
増
加
は
株
券
社
債
担
保
に
家
ら
れ
三
九
年
に
は
全
貸
出
の
一
割
九
分
を
占
め
る
。
こ
れ
に
対

し
て
地
所
家
屋
船
舶
な
ど
の
不
動
産
担
保
は
二
百
万
円
台
を
う
ご
か
ず
、
そ
の
比
重
は
一
一
一
四
年
一
割
三
分
か
ら
一
一
一
七
年
に
七
分
へ
と
急

落
す
る
。
不
動
産
担
保
と
有
価
証
券
担
保
と
の
逆
行
・
相
殺
運
動
に
よ
っ
て
、
両
者
の
合
計
は
三
四
年
Ⅱ
三
割
を
こ
え
る
こ
と
ば
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
無
担
保
信
用
の
比
重
低
下
の
大
半
は
残
る
商
品
担
保
信
用
の
急
拡
大
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
米
雑
殻
、
綿
花
、

肥
料
が
そ
の
中
心
を
な
す
。
そ
の
一
一
一
品
で
三
四
年
六
六
万
円
、
全
貸
出
の
四
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
一
一
一
七
年
に
は
五
○
四
万
円
、
一
割

七
分
に
、
一
一
一
九
年
に
は
七
一
一
四
万
円
、
一
一
割
一
分
に
達
し
て
い
る
。
商
品
担
保
信
用
全
体
を
染
て
糸
る
と
一
一
一
四
年
に
は
一
割
五
分
に
す

ぎ
ず
有
価
証
券
担
保
信
用
よ
り
低
い
比
重
で
あ
っ
た
が
、
三
年
後
の
一
一
一
七
年
に
は
一
一
一
割
へ
と
急
膨
張
を
と
げ
、
有
価
証
券
担
保
と
不
動

産
担
保
を
合
せ
た
比
重
を
も
う
わ
ま
わ
る
。
九
年
に
陸
一
割
六
分
と
少
し
揺
れ
戻
し
た
が
、
商
品
担
保
信
用
が
無
担
保
信
用
あ
る
い
は

有
価
証
券
・
不
動
産
担
保
信
用
と
な
ら
ぶ
二
本
の
柱
の
一
角
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
一
一
一
九
年
を
画
期
と
す
る
大
阪
割
引
「
市
場
」
の
膨
張
に
浸
蝕
さ
れ
る
ま
え
の
神
戸
金
融
市
場
の
全
体
像
を
か

な
り
明
確
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
一
一
一
九
年
一
月
に
お
い
て
神
戸
組
合
銀
行
の
総
信
用
の
四
割
四
分
が
無
担
保
貸
で
あ
り
、
商
品
担
保

賃
が
二
割
六
分
、
有
価
証
券
担
保
貸
は
二
割
三
分
、
不
動
産
担
保
貸
は
七
分
で
あ
る
。
無
担
保
・
商
品
担
保
を
あ
わ
せ
た
商
業
金
融
は

全
銀
行
信
用
の
実
に
七
割
に
達
す
る
。
全
銀
行
信
用
三
五
一
五
万
円
の
う
ち
手
形
割
引
は
四
分
の
一
一
一
を
占
め
る
か
ら
、
割
引
「
市
場
」

に
お
け
る
担
保
別
構
成
は
、
う
え
の
銀
行
信
用
全
体
の
そ
れ
と
大
差
は
な
い
。
兵
庫
県
に
お
け
る
三
八
年
末
貸
出
金
の
有
価
証
券
担
保

比
率
が
一
割
七
分
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
控
除
す
る
と
、
手
形
割
引
全
体
に
占
め
る
有
価
証
券
担
保
の
比
重
は
、
ほ
ぼ
四
分
の
一
と
な
る
。

不
動
産
貸
の
ほ
と
ん
ど
が
手
形
割
引
の
か
た
ち
を
と
ら
な
い
か
ら
神
戸
手
形
割
引
「
市
場
」
に
お
け
る
商
業
金
融
は
四
分
の
一
一
一
を
占
め

四
○
年
か
ら
の
阪
神
割
引
「
市
場
」
の
構
造
変
化
の
な
か
で
、
神
戸
同
盟
銀
行
の
信
用
構
成
が
ど
の
よ
う
に
変
貌
を
と
げ
た
か
大
い

に
興
味
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
資
料
は
三
九
年
ま
で
し
か
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
今
後
一
層
の
資
料
収
集
が
求

め
ら
れ
る
が
、
以
上
の
神
戸
手
形
割
引
「
市
場
」
に
お
い
て
商
業
金
融
の
比
重
が
ほ
ぼ
八
割
に
近
づ
く
と
い
う
確
認
は
、
さ
き
に
展
開

し
た
大
阪
・
名
古
屋
・
京
都
割
引
「
市
場
」
に
お
け
る
商
業
金
融
の
比
重
が
六
割
か
ら
八
割
に
達
す
る
と
す
る
推
計
と
ほ
ぼ
一
致
す

る
・
こ
こ
で
、
注
意
を
要
す
べ
き
は
、
商
業
金
融
を
無
担
保
手
形
割
引
と
商
品
担
保
割
引
を
お
お
う
も
の
と
し
て
広
く
も
ち
い
て
お
り
、

厳
格
な
商
業
手
形
主
義
に
拠
っ
て
は
い
な
い
。
商
業
手
形
の
糸
に
視
野
を
限
定
し
、
古
典
的
な
金
融
理
論
か
ら
は
み
で
る
単
名
手
形
を

あ
い
ま
い
な
も
の
と
し
て
切
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
後
進
日
本
に
お
け
る
手
形
割
引
市
場
形
成
の
展
開
と
そ
の
実
態
を
見
失
う
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
普
通
銀
行
の
代
表
と
し
て
三
井
銀
行
の
一
一
一
六
年
六
月
に
お
け
る
支
店
別
無
担
保
貸
出
比
率
を
参
考
に
掲
げ
る
（
第
虹
表
）
。

一
一
一
弁
銀
行
全
体
の
貸
出
一
一
五
六
万
円
の
う
ち
無
担
保
賞
は
五
割
六
分
と
半
ば
を
制
し
て
い
る
。
三
五
年
に
は
六
月
、
一
一
一
月
と
も
に
六

割
五
分
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
半
年
の
間
に
一
割
ほ
ど
低
下
し
た
が
、
そ
の
動
き
も
さ
き
に
ふ
た
神
戸
同
盟
銀
行
貸
出
の
事
例
と

ｚ
Ｕ
ｏ
 



６９成立期日本信用機構の論理と構造（下．その二）
一
致
す
る
・
支
店
別
に
ゑ
て
染
る
と
一
一
一
六
年
六
月
の
総
貸
出
に
お
け
る
無
担
保
比
率
が
五
割
を
切
る
と
こ
ろ
は
、
門
司
・
和
歌
山
。
四

日
市
・
深
川
の
四
ケ
所
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
比
率
も
一
割
か
ら
二
割
と
い
う
極
端
な
水
準
に
あ
り
、
倉
庫
金
融
な
ど
特
殊
な
性
格
を
も

っ
て
い
る
。
七
割
を
こ
え
る
支
店
は
、
足
利
、
函
館
、
横
浜
、
京
都
の
四
支
店
で
あ
る
。
こ
の
小
論
で
検
討
を
加
え
て
き
た
近
畿
一
円

の
金
融
市
場
に
つ
い
て
は
、
京
都
七
割
、
神
戸
六
割
七
分
、
大
阪
五
割
八
分
、
名
古
屋
五
割
六
分
で
全
て
五
割
ラ
イ
ン
を
ク
リ
ヤ
ー
し

て
い
る
・
一
一
一
五
年
六
月
、
’
二
月
と
比
較
す
る
と
大
き
く
動
い
て
お
り
が
、
こ
れ
が
長
期
的
な
傾
向
を
あ
ら
わ
す
も
の
か
、
短
期
的
な

変
動
か
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
は
つ
か
な
い
が
、
一
一
一
五
年
か
ら
一
一
一
六
年
に
か
け
て
、
京
都
に
お
い
て
無
担
保
比
率
が
著
し
く
伸
び
、
逆
に

東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
・
神
戸
が
低
下
し
て
お
り
、
さ
き
に
検
討
し
た
「
無
担
保
手
形
表
」
残
高
の
動
向
と
一
致
し
、
興
味
深
い
。

（
１
）
商
業
興
信
所
明
治
三
五
年
版
『
経
済
便
覧
』
「
無
担
保
手
形
発
行
者
種
別
金
額
負
数
表
」
後
注
。
一
一
一
六
年
版
か
ら
以
後
名
古
屋
に
つ
い
て
は
後

注
を
欠
く
。
一
一
五
年
版
に
つ
い
て
は
入
手
で
き
ず
確
認
で
き
な
い
。

（
２
）
商
業
興
信
所
『
経
済
便
覧
』
「
大
阪
無
担
保
手
形
表
」
の
後
注
は
、
次
の
如
く
変
化
し
て
い
る
。
Ｂ
明
治
一
一
一
四
、
三
六
年
版
が
大
阪
・
神
戸
両

市
の
市
内
銀
行
に
よ
っ
て
割
引
か
れ
た
無
担
保
約
束
手
形
、
ロ
一
一
一
五
年
版
は
大
阪
市
内
銀
行
に
よ
っ
て
割
引
か
れ
た
無
担
保
約
束
手
形
、
ロ
三
八
、

三
九
、
四
○
年
版
は
大
阪
市
内
銀
行
に
よ
っ
て
割
引
か
れ
た
無
担
保
約
束
及
為
替
手
形
、
⑧
四
一
年
版
以
降
は
記
載
な
し
、
一
一
一
七
年
版
は
入
手
で

き
な
か
っ
た
。
四
一
年
版
以
降
は
後
注
が
な
い
か
ら
神
戸
を
も
含
ん
だ
残
高
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
が
、
統
計
上
四
一
年
版
以
前
と
連
続
し

た
も
の
と
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
か
ら
大
阪
の
糸
の
残
高
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「
京
都
無
担
保
手
形
表
」
に
つ
い
て
は
、
未
見
の
三
七
年
版
を
の
ぞ
く
三
五
年
版
か
ら
大
正
二
年
版
ま
で
京
都
市
銀
行
に
よ
っ
て
割
引
か
れ
た

無
担
保
手
形
と
い
う
後
注
が
一
貫
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
阿
部
直
躬
『
三
十
年
之
回
顧
』
（
商
業
興
信
所
蔵
版
）
三
五
頁
．

（
４
）
「
無
担
保
約
束
手
形
発
行
高
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
四
一
号
Ｍ
一
一
一
四
・
三

（
５
）
綿
花
・
綿
糸
に
つ
い
て
は
『
大
日
木
紡
綴
連
合
会
月
報
』
阪
神
綿
業
割
引
統
計
よ
り
、
砂
糖
に
つ
い
で
は
『
三
井
銀
行
報
知
附
録
」
第
一
四
四

四
号
大
正
二
・
六
・
一
八
（
大
阪
支
店
）
よ
り
。
。

以
上
の
『
経
済
便
覧
』
「
無
担
保
手
形
表
」
を
中
心
に
、
従
来
空
白
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
手
形
割
引
に
お
け
る
市
場
形
成
の
実



扣
態
に
さ
さ
や
か
な
メ
ス
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
の
章
の
一
応
の
小
括
と
し
て
次
の
諸
点
を
確
認
す
る
。

第
一
に
、
：
日
本
に
お
け
る
手
形
割
引
「
市
場
」
は
明
治
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
を
重
大
な
転
換
点
と
し
、
明
治
末
四
○
年
代
の
金
融
緩
慢

Ⅱ
低
金
利
の
も
と
で
飛
趨
的
な
拡
充
を
孔
そ
の
結
果
西
日
本
の
中
枢
的
な
割
引
「
市
場
」
に
お
い
て
無
担
保
手
形
割
引
は
全
体
の
半

ば
を
制
し
、
商
品
担
保
割
引
を
含
め
た
商
業
金
融
は
「
市
場
」
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
一
一
を
占
め
る
・

第
二
に
、
こ
う
し
た
四
○
年
代
に
お
け
る
手
形
割
引
市
場
の
形
成
は
、
綿
・
生
糸
を
軸
と
す
る
繊
維
関
係
諸
手
形
を
中
心
に
、
そ
の

他
貿
易
。
砂
糖
な
ど
の
諸
手
形
さ
ら
に
重
化
学
関
連
諸
手
形
と
幅
広
い
波
頭
を
も
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
を
と
げ
た
こ
と
・

第
一
一
一
に
、
明
治
中
期
、
「
砂
糖
切
手
」
に
染
ら
れ
る
よ
う
に
日
本
信
用
機
構
の
基
底
に
ひ
ろ
が
る
旧
幕
以
来
の
伝
統
的
な
信
用
取
引

を
倉
庫
証
券
と
手
形
割
引
と
い
う
西
欧
流
の
信
用
概
念
に
沿
っ
て
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
近
代
的
な
試
柔
が
こ
こ
に
実
を
結
ぶ
に
至
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
未
熟
で
は
あ
れ
、
割
引
「
市
場
」
の
基
抵
を
か
た
ち
づ
く
る
商
品
担
保
割
引
の
機
構
的
整
備
が
す
す
為
つ
づ
い

て
無
担
保
割
引
が
展
開
し
て
ゆ
く
。

第
四
に
、
底
辺
に
ひ
ろ
が
る
多
く
の
部
門
で
の
幅
広
い
手
形
割
引
の
拡
充
の
う
ね
り
の
頂
点
に
紡
織
手
形
が
析
出
し
、
優
良
商
業
手

形
と
し
て
手
形
割
引
の
市
場
機
構
を
確
立
し
て
ゆ
く
。
四
○
年
代
の
未
曾
有
の
貨
幣
資
本
圧
力
の
も
と
で
綿
花
手
形
は
、
日
銀
信
用
に

依
存
す
る
こ
と
の
な
い
自
律
的
な
市
場
機
構
を
確
立
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
近
畿
一
円
の
金
融
中
枢
機
能
を
掌
中
に
し
た
大
阪
割
引

「
市
場
」
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
浸
透
の
ひ
と
つ
の
戦
略
高
地
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
。

第
五
に
、
紡
織
手
形
の
自
律
的
な
割
引
機
構
の
確
立
に
よ
っ
て
大
阪
手
形
割
引
「
市
場
」
は
重
要
な
ひ
と
つ
の
礎
石
を
築
い
た
が
鉄

道
、
貿
易
、
砂
糖
、
造
船
な
ど
巨
大
資
本
が
ふ
り
だ
す
手
形
が
紡
績
手
形
と
な
ら
ぶ
一
流
手
形
と
し
て
自
律
的
な
市
場
機
構
を
確
立
し

な
け
れ
ば
、
そ
の
本
格
的
な
確
立
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
新
興
の
巨
大
資
本
は
、
成
長
と
と
も
に
資
金
集
中
か
ら
支

配
集
中
へ
の
上
昇
転
化
の
過
程
を
た
ど
り
、
そ
の
通
過
点
と
し
て
市
場
機
構
が
も
と
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
鉄
道
・
質



７１成立期日日本信用機構の論理と構造（下｡その二）
易
な
ど
新
興
巨
大
資
本
が
振
出
す
手
形
は
、
安
定
的
蓄
積
軌
道
へ
の
推
転
と
と
も
垣
国
家
あ
る
い
は
財
閥
の
支
配
集
中
力
の
傘
に
と

り
こ
ま
れ
「
市
場
」
か
ら
姿
を
消
す
。
こ
の
点
に
日
本
に
お
け
る
手
形
割
引
市
場
確
立
を
至
難
な
も
の
と
す
る
根
深
い
宿
因
が
横
た
わ

り
こ
ま
れ

っ
て
い
る
。

第
六
に
、
新
興
巨
大
資
本
の
資
金
集
中
力
が
支
配
集
中
力
を
う
わ
ま
わ
る
か
ぎ
り
は
手
形
割
引
「
市
場
」
は
拡
充
を
と
げ
る
が
、
そ

の
無
担
保
手
形
の
多
く
は
商
業
手
形
で
は
な
く
融
通
の
た
め
の
単
名
手
形
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
は
無
担
保
手
形
に
視
点
を
定

め
た
が
、
い
ま
や
日
本
に
お
け
る
手
形
割
引
「
市
場
」
の
形
成
に
と
っ
て
、
無
担
保
手
形
の
中
味
す
な
わ
ち
商
業
手
形
と
単
名
融
通
手

形
の
信
用
機
構
に
お
け
る
意
味
が
次
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
手
形
割
引
の
市
場
形
成
の
意

義
と
限
界
が
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
七
に
、
三
四
年
金
融
恐
慌
を
画
期
と
す
る
日
銀
信
用
の
厳
格
な
預
金
銀
行
主
義
へ
の
転
換
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勃
興
す
る
割
引

「
市
場
」
の
お
お
よ
そ
四
分
の
一
の
比
重
を
株
式
担
保
割
引
が
占
め
て
い
る
こ
と
、
こ
の
点
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
明
治
中
期

以
降
、
日
本
の
手
形
割
引
「
市
場
」
は
飛
躍
的
な
勃
興
を
ふ
せ
、
欧
米
流
の
近
代
的
な
信
用
機
構
へ
の
再
編
が
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
と

げ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
次
に
、
株
式
担
保
あ
る
い
は
単
名
手
形
割
引
の
展
開
の
う
ち
に
、
イ
ギ
リ
ス
を
範
と
す
る

古
典
的
形
態
か
ら
は
な
れ
た
形
成
期
日
本
信
用
機
構
の
特
質
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
九
七
八
・
二
・
一
○
脱
稿
）


